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は
じ
め
に

日
本
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
二
〇
年
二
月
初
旬
、
横

浜
港
に
停
泊
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
の
乗
客
・

乗
員
の
集
団
感
染
に
よ
っ
て
一
気
に
顕
在
化
（
１
）

し
た
。
こ
の
感
染
症
の
拡
大
は
日

本
経
済
と
社
会
に
大
き
な
打
撃
を
及
ぼ
し
、
雇
用
と
労
働
、
生
活
は
急
激
な
変

化
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
と
り
わ
け
緊
急
事
態
宣
言
の
発
令
（
四
月
七
日
〜
五

月
二
五
日
）
を
は
じ
め
、
感
染
防
止
措
置
は
経
済
の
み
な
ら
ず
文
化
、
芸
術
、

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
含
む
社
会
活
動
全
般
に
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
初
期
の
四
月
〜
六
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
二
一
年
三
月
九
日
の
公

表
値
）
は
戦
後
最
大
の
落
ち
込
み
と
な
っ
た
（
年
率
換
算
マ
イ
ナ
ス
二
九
・
三

％
）。
そ
の
後
、
経
済
は
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
る
が
、
業
種
に
よ
っ
て
大
き

な
バ
ラ
ツ
キ
が
（
２
）

あ
る
。
経
済
活
動
の
再
開
と
感
染
拡
大
防
止
の
両
立
は
困
難
を

極
め
て
い
る
。
八
月
に
感
染
拡
大
の
第
二
波
が
襲
来
後
、
政
府
主
導
の
Ｇ
Ｏ
Ｔ

Ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
影
響
も
あ
っ
て
、
一
二
月
以
降
、
第
三
波
の
感
染
拡
大
に

直
面
し
て
い
る
。
首
都
圏
ほ
か
一
一
都
府
県
に
対
す
る
緊
急
事
態
宣
言
の
二
度

目
の
発
出
も
あ
（
３
）

っ
て
、
日
本
経
済
は
二
一
年
一
〜
三
月
期
に
再
び
マ
イ
ナ
ス
成

長
に
な
る
と
の
予
測
が
あ
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
裏
面
で
進
行
し
て
い
た
貧
困
問
題
を
顕
在
化

さ
せ
、
格
差
構
造
を
よ
り
鋭
く
し
て
い
る
。
第
三
章
で
詳
し
く
述
べ
る
よ
う

に
、
九
〇
年
代
以
降
の
新
自
由
主
義
に
も
と
づ
く
規
制
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
日

本
の
格
差
と
貧
困
は
拡
大
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症
は
そ
の
格
差
構
造
の
下
部

に
お
か
れ
た
人
々
に
深
刻
な
打
撃
を
与
え
て
い
る
。
産
業
や
職
業
に
よ
っ
て
感

染
症
の
影
響
の
度
合
い
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
点
で
、
従
来
の
経
済
不
況
と
は

特
徴
を
異
に
し
て
い
る
。

本
特
集
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日
本
の
雇
用
と
失
業
、
暮
ら
し
や
働
き
方

の
変
化
を
明
ら
か
に
し
（
第
一
章
、
第
二
章
）、
続
い
て
そ
の
背
景
と
要
因
を

考
察
す
る
（
第
三
章
）。
さ
ら
に
コ
ロ
ナ
禍
で
の
雇
用
・
失
業
、
貧
困
に
関
す

る
政
策
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
概
観
す
る
（
第
四
章
）。
最
後
に
、
コ
ロ
ナ

禍
は
労
働
市
場
の
実
態
を
把
握
す
る
統
計
調
査
（
労
働
力
調
査
）
の
実
施
に
も

影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
点
に
ふ
れ
る
（
補
論
）。

第
一
章

深
刻
化
す
る
雇
用
・
失
業
、

暮
ら
し
へ
の
影
響

１

雇
用
の
収
縮
、
休
業
者
の
急
増

�

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
と
の
対
比

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日
本
経
済
へ
の
打
撃
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
経
済
不

況
（
二
〇
〇
八
年
暮
れ
〜
一
〇
年
）
に
匹
敵
す
る
大
き
さ
と
な
っ
た
。
二
〇
二

〇
年
四
〜
六
月
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
年
率
換
算
マ
イ
ナ
ス
二
九
・
三
％
を
記
録

し
た
。
そ
の
後
、
七
〜
九
月
期
（
年
率
換
算
プ
ラ
ス
二
二
・
八
％
）
お
よ
び
一

〇
〜
一
二
月
期
（
同
一
一
・
七
％
）
は
回
復
に
向
か
っ
た
が
、
二
〇
年
通
年
の

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
年
比
四
・
八
％
減
と
一
一
年
ぶ
り
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ

た
（
二
一
年
三
月
九
日
内
閣
府
公
表
、
実
質
季
節
調
整
値
）。

三
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
労
働
市
場
の
変
化
は
劇
的
で
あ
る
。
緊
急
事
態
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第１図 完全失業者、完全失業率、休業者（リーマンショック期とコロナ危機期）

〔出所〕２００８～０９年：「労働力調査（基本集計）」第１表、第２表／２０２０年：同、第Ⅰ―１表、第Ⅰ―２表より作成（データは原数値）。
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宣
言
の
発
令
に
と
も
な
う
経
済
活
動
の
休
止
に
よ
り
雇
用
の
収
縮
が
一
気
に
生

じ
た
。
労
働
力
人
口
、
就
業
者
、
雇
用
者
は
い
ず
れ
も
急
減
し
、
か
わ
り
に
非

労
働
力
人
口
お
よ
び
完
全
失
業
者
が
増
加
し
た
（
巻
頭
色
刷
り
第
１
図
）。
五

月
下
旬
の
宣
言
解
除
以
降
、
経
済
活
動
の
再
開
に
と
も
な
っ
て
、
徐
々
に
労
働

力
人
口
、
就
業
者
は
回
復
に
向
か
っ
た
。
一
二
月
時
点
で
は
労
働
力
人
口
は
年

初
水
準
の
六
九
〇
〇
万
人
に
回
復
し
た
が
、
完
全
失
業
者
が
増
加
し
た
た
め
、

就
業
者
は
減
少
し
た
ま
ま
で
あ
る
。
一
二
月
時
点
の
完
全
失
業
者
は
前
年
同
月

よ
り
五
二
万
人
（
季
節
調
整
値
）
増
え
て
い
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
大
不
況
期
（
以
下
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
と
略

記
）
に
も
今
回
を
上
回
る
規
模
の
雇
用
収
縮
が
生
じ
た
。
し
か
し
、
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
期
と
コ
ロ
ナ
禍
の
今
日
で
は
い
く
つ
か
相
違
点
が
あ
る
（
本
文
第
１

図
）。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
は
完
全
失
業
者
が
三
五
〇
万
人
を
超
え
、
完
全

失
業
率
も
ピ
ー
ク
時
に
五
・
五
％
に
達
し
た
が
、
休
業
者
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
な

か
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
今
日
の
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
で
は
完
全
失
業
者
、
完
全
失
業

率
と
も
に
徐
々
に
増
え
、
八
月
か
ら
一
〇
月
に
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
二
〇
〇
万

人
、
三
％
を
超
え
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
と
比
べ
れ
ば
か
な
り
低
い
水

準
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
休
業
者
は
か
つ
て
な
い
ほ
ど
増
加
し

た
。
と
く
に
、
全
国
一
斉
に
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
た
四
月
の
休
業
者
は
五

九
七
万
人
に
の
ぼ
っ
た
（
男
性
二
四
〇
万
人
、
女
性
三
五
七
万
人
）。
三
月

（
二
四
九
万
人
）
に
比
べ
二
・
四
倍
増
、
前
年
同
月
比
で
は
三
・
四
倍
に
な
っ

た
。
就
業
者
に
占
め
る
休
業
者
の
比
率
も
急
上
昇
し
、
女
性
で
は
一
二
％
を
上

回
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
初
期
段
階
は
こ
の
休
業
者
の
急
増
が
労
働
市
場
の
大
き

な
特
徴
で
あ
る
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
は
製
造
業
を
中
心
に
派
遣
切
り
や
非
正
規
切
り
が
大

き
な
社
会
問
題
に
な
っ
た
が
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
る
休
業
者
は
、
政
府

の
緊
急
事
態
宣
言
や
自
治
体
か
ら
の
休
業
要
請
を
受
け
て
営
業
を
自
粛
し
た
飲

食
業
、
ス
ポ
ー
ツ
ジ
ム
、
イ
ベ
ン
ト
業
者
、
宿
泊
施
設
、
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
業

界
な
ど
を
は
じ
め
、
製
造
業
を
含
む
多
数
の
産
業
に
広
が
っ
た
。
と
く
に
宿
泊

業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
業
・
娯
楽
業
で
は
雇
用
者
の
三

割
近
く
が
休
業
状
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
と
異
な
り
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
休
業
者
が
急
増
し

た
背
景
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
に
設
け
ら
れ
た
雇
用
政
策
研
究
会
の
報
告
書

（
一
二
月
二
四
日
公
表
）
は
、「
二
〇
二
〇
年
四
月
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
社

会
経
済
活
動
の
レ
ベ
ル
を
大
き
く
引
き
下
げ
る
と
い
っ
た
過
去
に
類
の
な
い
対

応
が
講
じ
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
そ
れ
以
前
に
、
企
業
は
深
刻
な
人
手
不
足
に

直
面
し
て
い
た
経
験
も
あ
り
、
雇
用
維
持
に
積
極
的
な
姿
勢
が
あ
る
こ
と
、
さ

ら
に
は
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
等
を
は
じ
め
と
し
た
政
策
効
果
な
ど
が

要
因
と
考
え
ら
れ
る
」
と
分
析
し
て
い
る
。

�

休
業
者
の
な
か
に
は
事
実
上
の
失
業
者
が
含
ま
れ
る

「
労
働
力
調
査
」
で
は
就
業
状
態
を
、
①
従
業
者
（
現
に
働
い
て
い
る
人
）、

②
休
業
者
、
③
完
全
失
業
者
、
④
非
労
働
力
人
口
（
家
事
、
通
学
、
高
齢
、
病

気
な
ど
で
い
っ
さ
い
働
か
ず
、
求
職
活
動
も
し
て
い
な
い
人
）
の
四
つ
に
区
分

し
、「
休
業
者
」
に
つ
い
て
は
次
の
よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。

仕
事
を
持
っ
て
い
な
が
ら
調
査
週
間
中
に
病
気
や
休
暇
な
ど
の
た
め
仕
事
を
し
な
か
っ

た
者
の
う
ち
、（
ａ
）
雇
用
者
（
そ
の
仕
事
が
会
社
な
ど
に
雇
わ
れ
て
す
る
仕
事
で
あ
る
場

合
）
で
、
仕
事
を
休
ん
で
い
て
も
給
料
・
賃
金
の
支
払
を
受
け
て
い
る
者
又
は
受
け
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
者
、（
ｂ
）
自
営
業
主
（
そ
の
仕
事
が
自
分
で
事
業
を
経
営
し
て
行
う
仕

事
で
あ
る
場
合
）
で
、
自
分
の
経
営
す
る
事
業
を
持
っ
た
ま
ま
で
、
そ
の
仕
事
を
休
み
始
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第１表 「休業手当」の支払い状況
（単位：人、％）

（これまでの
ところ）全く
支払われてい
ない

２４．０

１４．８

３３．４

３８．５

２２．５

１２．１

３７．５

２２．３

１５．９

１６．４

３０．８

〔出所〕 労働政策研究・研修機構「新型コロナウイルス感染拡大の仕事や生活への影響に関する調査」（一次集
計）結果、２０２０年８月、図表４より作成。

休業日（休業
時間数）の一
部が支払われ
た

２１．９

１９．７

２４．１

２５．２

１７．５

２４．２

２２．３

２３．９

１３．４

２０．１

２８．２

休業日（休業
時間数）の半
分以上が支払
われた

５４．１

６５．５

４２．５

３６．３

６０．０

６３．６

４０．２

５３．８

７０．７

６３．４

４１．０

休業を命じら
れた経験のあ
る回答者数

６０３

３０４

２９９

２２６

４０

３３

１１２

１９７

８２

１３４

７８

計

正社員

非正社員

パート・アルバイト

契約社員・嘱託

派遣労働者

２９人以下

３０～２９９人

３００～９９９人

１０００人以上

わからない

企
業
規
模

第２図 従業上の地位・雇用形態別の休業者の構成（２０２０年４月）

〔出所〕「労働力調査（基本集計）」２０２０年４月、第Ⅱ－８表より作成。
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め
て
か
ら
三
〇
日
に
な
ら
な
い
者
を
い
う
。

育
児
・
介
護
休
業
中
の
人
で
給
料
や
手
当
を
も
ら
っ
て
い
る
人
（
ま
た
は
も

ら
う
予
定
の
人
）
や
、
コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
っ
て
会
社
が
経
営
困
難
に
陥
り
休
業

を
余
儀
な
く
さ
れ
、
休
業
手
当
を
支
給
さ
れ
て
い
る
人
は
休
業
者
に
数
え
ら
れ

る
。で

は
、
解
雇
さ
れ
て
は
い
な
い
け
れ
ど
も
、
賃
金
や
休
業
手
当
を
も
ら
え
ず

に
休
業
を
指
示
さ
れ
て
い
る
人
は
ど
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
か
。
四
月
か
ら
五

月
に
か
け
て
の
緊
急
事
態
宣
言
下
で
は
こ
う
し
た
人
が
急
増
し
た
。
ち
な
み
に

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
（
以
下
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
と
略
す
）
が
、
四
月
か
ら

実
施
し
て
い
る
連
続
パ
ネ
ル
個
人
調
査
に
よ
れ
ば
、
八
月
の
時
点
で
休
業
を
勤

務
先
か
ら
命
じ
ら
れ
た
民
間
労
働
者
の
う
ち
、「
休
業
日
（
休
業
時
間
数
）
の

半
分
以
上
が
、
支
払
わ
れ
た
」
と
の
回
答
が
半
数
を
超
え
た
の
に
対
し
（
五

四
・
一
％
）、「
休
業
日
（
同
）
の
一
部
が
、
支
払
わ
れ
た
」（
二
一
・
九
％
）

お
よ
び
「（
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
）
全
く
支
払
わ
れ
て
い
な
い
」（
二
四
・
〇

％
）
も
そ
れ
ぞ
れ
二
割
超
み
ら
れ
た
（
第
１
表
）。

雇
用
形
態
に
よ
っ
て
休
業
手
当
の
支
払
い
状
況
に
差
異
が
あ
る
。
非
正
社
員

は
三
三
・
四
％
（
う
ち
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
は
三
八
・
五
％
）
が
「（
こ
れ

ま
で
の
と
こ
ろ
）
全
く
支
払
わ
れ
て
い
な
い
」
と
答
え
た
の
に
対
し
、
正
社
員

は
一
四
・
八
％
で
あ
る
。

休
業
手
当
の
一
部
あ
る
い
は
全
額
を
支
払
わ
れ
ず
に
休
業
し
て
い
る
人
が

「
労
働
力
調
査
」
の
対
象
に
な
っ
た
場
合
、
お
そ
ら
く
前
記
の
就
業
状
態
区
分

の
「
②
休
業
者
」
を
選
択
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
「
労
働
力
調
査
」
の
休

業
者
の
な
か
に
は
事
実
上
の
失
業
状
態
で
賃
金
も
手
当
も
な
い
人
が
か
な
り
含

ま
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
第
１
図
の
と
お
り
、
四
月
、
五
月
の
完
全

失
業
者
は
そ
れ
ぞ
れ
一
八
九
万
人
、
一
九
八
万
人
だ
っ
た
が
、
事
実
上
の
失
業

者
は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
。

�

非
正
規
雇
用
の
休
業
者

急
増
し
た
四
月
の
休
業
者
（
五
九
七
万
人
）
の
雇
用
形
態
別
内
訳
を
見
る

と
、
半
数
は
非
正
規
雇
用
（
男
女
計
、
三
〇
〇
万
人
）
で
あ
る
（
本
文
第
２

図
）。
こ
れ
は
、
休
業
者
の
多
く
が
営
業
自
粛
を
迫
ら
れ
た
飲
食
業
や
卸
売
・

小
売
業
を
含
む
消
費
サ
ー
ビ
ス
関
連
産
業
に
集
中
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
部
門

で
は
非
正
規
雇
用
（
特
に
女
性
）
の
比
率
が
高
い
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
。
な

か
で
も
女
性
の
非
正
規
雇
用
の
休
業
者
は
二
一
六
万
人
に
の
ぼ
っ
た
が
、
こ
れ

は
女
性
非
正
規
雇
用
（
一
三
七
九
万
人
）
の
お
よ
そ
六
人
に
一
人
に
当
た
る
。

野
村
総
研
が
一
〇
月
時
点
で
休
業
中
の
労
働
者
（
二
一
六
三
人
）
を
対
象
に

実
施
し
た
「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
業
者
の
実
態
と
今
後
の
意
向
に
関
す
る
調
査
」

で
は
、
休
業
中
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
の
う
ち
、
実
労
働
時
間
が
一
割

以
上
減
少
し
た
ケ
ー
ス
の
六
九
・
一
％
が
休
業
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
。

実
労
働
時
間
が
七
割
以
上
減
少
し
た
場
合
で
も
休
業
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
な

い
ケ
ー
ス
が
六
七
・
八
％
に
及
ん
で
い
る
。
ま
た
、
世
帯
年
収
が
低
い
人
ほ
ど

休
業
手
当
を
受
け
取
っ
て
い
な
い
傾
向
が
高
く
、
世
帯
年
収
二
〇
〇
万
円
未
満

の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
の
七
七
・
九
％
は
休
業
手
当
を
受
け
取
っ
て
い

な
い
。

調
査
を
行
っ
た
野
村
総
研
の
担
当
者
は
、
生
計
を
維
持
す
る
う
え
で
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
の
収
入
が
非
常
に
重
要
で
あ
っ
た
世
帯
が
多
い
こ
と
、

ま
た
休
業
中
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
自
身
が
主
た
る
生
計
の
維
持
者
で

あ
っ
た
世
帯
も
少
な
く
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
、
そ
う
し
た
状
況
に
あ
る
女

性
が
、
本
来
受
け
取
り
可
能
な
休
業
手
当
を
支
払
わ
れ
ず
、
強
い
不
安
と
生
活

困
窮
に
直
面
し
て
い
る
実
態
が
浮
か
び
上
が
っ
た
と
述
べ
て
（
４
）

い
る
。
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�

休
業
者
の
移
動
状
況

と
こ
ろ
で
、「
労
働
力
調
査
」
は
同
じ
世
帯
の
世
帯
員
（
一
五
歳
以
上
）
を

対
象
に
二
ヵ
月
連
続
し
て
調
査
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
二
〇
年
四
月
の
「
労
働

力
調
査
」
に
回
答
し
た
人
は
、
五
月
調
査
に
も
回
答
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。
こ
れ
を
も
と
に
し
て
四
月
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
就
業
状
況
の
移
動
を
把

握
で
き
る
。
四
月
の
休
業
者
五
七
三
万
人
の
う
ち
、
半
数
近
い
二
八
三
万
人

（
四
九
・
四
％
）
が
五
月
も
休
業
者
の
ま
ま
で
（
５
）

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
仕
事
に
復

帰
し
た
人
（
従
業
者
）
は
二
五
二
万
人
（
四
四
・
〇
％
）、
非
労
働
力
人
口
と

な
っ
て
仕
事
を
離
れ
た
人
は
二
八
万
人
（
四
・
九
％
）、
離
職
し
求
職
活
動
を

し
た
人
（
完
全
失
業
者
）
は
一
〇
万
人
（
一
・
七
％
）
で
あ
る
。

な
お
、
休
業
者
か
ら
従
業
者
に
な
っ
た
人
（
二
五
二
万
人
）
は
元
の
職
場
に

復
帰
し
た
と
は
限
ら
な
い
。
解
雇
さ
れ
て
別
の
仕
事
に
移
っ
た
人
も
従
業
者
に

含
ま
れ
る
。

２

雇
用
調
整
の
実
施

�

事
業
主
都
合
の
解
雇
、
雇
い
止
め

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
従
業
員
を
一
時
休
業
さ
せ
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
解
雇
や

雇
い
止
め
す
る
事
業
主
も
増
加
し
た
。
な
か
に
は
休
業
措
置
を
取
ら
ず
に
た
だ

ち
に
解
雇
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
っ
た
。

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
で
は
、
〇
八
年
暮
れ
か
ら
〇
九
年
初
め
に
か
け
て
労

働
組
合
や
反
貧
困
団
体
に
よ
っ
て
取
り
組
ま
れ
た
「
年
越
し
派
遣
村
」（
東

京
・
日
比
谷
公
園
）
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
主
に
製
造
業
の
派
遣
労
働
者
を

中
心
に
人
員
削
減
が
強
行
さ
れ
、
飲
食
業
な
ど
の
対
人
サ
ー
ビ
ス
業
は
失
業
者

の
受
け
皿
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
で
は
休
業
や
営
業
短

縮
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
、
生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス

業
・
娯
楽
業
で
人
員
削
減
が
行
わ
れ
、
し
だ
い
に
製
造
業
に
波
及
し
た
点
が
特

徴
的
で
あ
る
。

第
２
表
は
、
厚
生
労
働
省
が
取
り
ま
と
め
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
る
事
業
主
都
合
の
解
雇
や
雇
い
止
め
（
見
込
み
を
含
む
）
な
ど
、
雇

用
調
整
の
可
能
性
の
あ
る
事
業
所
数
お
よ
び
労
働
者
数
の
月
次
別
集
計
で
あ

る
。
一
二
月
二
五
日
時
点
ま
で
の
累
計
で
は
一
二
万
三
七
一
事
業
所
、
七
万
九

五
二
二
人
に
の
ぼ
っ
た
。
こ
の
う
ち
非
正
規
労
働
者
は
三
万
八
〇
〇
九
人
で

（
６
）

あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
デ
ー
タ
は
厳
密
な
統
計
調
査
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
労
働
局
の
担
当
者
が
日
常
業
務
を
通
じ
て
得
た
情
報
を
ま
と

め
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
解
雇
や
雇
い
止
め
の
実
態
は
こ
れ
を
は
る
か
に
上
回

っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
「
労
働
力
調
査
（
詳
細
集
計
）」（
二
〇
年
一
〇
〜
一
二
月
）
に
よ

れ
ば
、
完
全
失
業
者
の
う
ち
非
自
発
的
理
由
に
よ
る
離
職
者
は
六
七
万
人
に
の

ぼ
っ
て
い
る
（
勤
め
先
や
事
業
の
都
合
に
よ
る
離
職
四
五
万
人
、
定
年
ま
た
は

雇
用
契
約
の
満
了
に
よ
る
離
職
二
三
万
人
）。
前
年
同
期
に
比
べ
二
九
万
人
の

増
で
あ
る
。

�

非
正
規
雇
用
の
大
幅
削
減

コ
ロ
ナ
禍
の
雇
用
へ
の
影
響
は
と
く
に
非
正
規
労
働
者
に
集
中
し
て
い
る
。

緊
急
事
態
宣
言
の
影
響
で
四
月
の
非
正
規
雇
用
は
大
幅
に
減
少
し
た
（
本
文
第

３
図
、
巻
頭
色
刷
り
第
２
図
）。
三
月
と
比
べ
一
三
一
万
人
（
男
性
三
六
万

人
、
女
性
九
四
万
人
）
の
減
、
対
前
年
同
月
差
で
は
九
七
万
人
（
男
性
二
六
万

特集１ コロナ禍の雇用・暮らしへの影響とその構造的背景、政策課題

49



人
、
女
性
七
一
万
人
）
の
減
少
で
あ
る
。
五
月
に
一
時
減
少
幅
が
縮
小
し
た

が
、
六
月
か
ら
九
月
に
か
け
て
ふ
た
た
び
減
少
傾
向
が
顕
著
と
な
っ
た
。

非
正
規
雇
用
の
な
か
で
最
も
減
少
数
が
多
い
の
が
パ
ー
ト
で
あ
る
（
巻
頭
色

刷
り
第
３
図
）。
こ
れ
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
最
も
大
き
く
受
け
た
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
や
小
売
業
で
、
パ
ー
ト
（
特
に
女
性
）
が
多
数
就
労
し
て
い
た
た
め
で

あ
る
。
六
月
を
底
に
そ
の
後
は
減
少
幅
は
縮
小
に
向
か
い
、
一
一
月
に
は
前
年

を
超
え
る
ま
で
に
回
復
し
た
が
、
一
二
月
に
再
び
急
減
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対

し
ア
ル
バ
イ
ト
は
四
月
に
対
前
年
同
月
差
で
三
二
万
人
減
少
し
て
以
降
、
回
復

傾
向
は
見
ら
れ
な
い
。

派
遣
労
働
者
の
場
合
、
パ
ー
ト
ほ
ど
急
速
な
減
少
が
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
製
造
業
に
及
ぶ
に
つ
れ
て
減
少
傾
向
が
は
っ
き
り
と
現
れ

た
。
一
二
月
に
は
製
造
業
の
回
復
も
あ
っ
て
対
前
年
同
月
差
で
プ
ラ
ス
と
な
っ

た
。
契
約
社
員
は
コ
ロ
ナ
禍
の
前
か
ら
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
が
、
五
月
を
例
外

と
し
て
、
対
前
年
同
月
差
で
減
少
が
続
い
て
い
た
。
一
〇
月
以
降
は
減
少
幅
が

縮
小
し
、
一
二
月
に
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
た
。

�
減
少
し
た
非
正
規
雇
用
は
ど
こ
に
移
動
し
た
か

本
文
第
４
図
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
の
減
少
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
を
は
る
か
に
上
回
る
規
模
で
あ
る
。
減
少
し
た
非
正
規
雇
用

は
、
一
部
は
完
全
失
業
者
と
な
っ
た
が
、
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
ほ
ど
で
は
な

い
。「
労
働
力
調
査
」
に
よ
れ
ば
、
完
全
失
業
者
の
ほ
か
に
非
労
働
力
人
口

に
、
さ
ら
に
正
規
雇
用
に
転
換
す
る
者
も
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の

変
化
は
男
女
で
異
な
っ
て
い
る
。

男
性
は
非
正
規
雇
用
か
ら
完
全
失
業
者
に
な
る
者
が
多
く
、
正
規
雇
用
か
ら

完
全
失
業
者
に
な
る
ケ
ー
ス
も
加
わ
っ
て
、
完
全
失
業
者
は
増
加
傾
向
が
顕
著

で
あ
る
（
巻
頭
色
刷
り
第
５
図
）。
こ
れ
に
対
し
女
性
は
完
全
失
業
者
だ
け
で

な
く
、
非
労
働
力
人
口
お
よ
び
正
規
雇
用
の
増
加
が
目
立
っ
て
い
る
（
巻
頭
色

刷
り
第
６
図
）。

�
非
正
規
雇
用
内
部
で
の
移
動

コ
ロ
ナ
禍
で
非
正
規
雇
用
の
削
減
が
進
行
し
た
が
、
正
規
雇
用
に
移
動
し
た

一
部
を
除
い
て
、
多
く
は
新
た
な
職
を
求
め
て
非
正
規
労
働
市
場
の
な
か
で
移

動
を
繰
り
返
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
一
〇
月
時
点
の
非
正
規
労
働
者
（
非
農

林
業
）
一
九
五
五
万
人
の
う
ち
一
一
月
も
非
正
規
職
に
従
事
し
て
い
た
者
は
一

八
四
五
万
人
で
あ
る
。
そ
の
内
訳
を
見
る
と
、
一
〇
月
時
点
の
パ
ー
ト
（
九
九

四
万
人
）
は
一
一
月
も
パ
ー
ト
に
と
ど
ま
る
者
（
九
二
八
万
人
）
が
最
も
多
い

第２表 新型コロナウイルス感染症による
雇用調整の推移（厚労省のまとめ）

（単位：所、人）

解雇等見込み労働
者数

１２，９４９

１２，６８８

１１，９８０

８，９３５

１１，２９８

７，５０６

５，１９３

５，２８５

〔出所〕 厚生労働省「新型コロナウイルス感染症に起因する
雇用への影響に関する情報について」より作成。

雇用調整の可能性
がある事業所数

１６，７４５

１９，５８１

２５，２６２

１１，５３２

１５，７２９

１０，２１５

４，５２３

３，３３１

２０２０年５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月

50



3200

3100

3000

2900

2800

2700

2600

2500

2400

2300

2200

2100

2000

3300

3400

3500

3600
（万人）

正規雇用

非正規雇用

19
年
1
月

2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月

2
月
3
月
4
月
5
月
6
月
7
月
8
月
9
月
10
月
11
月
12
月

20
年
1
月

第３図 正規雇用・非正規雇用の推移（１９年１月～２０年１２月、男女計）

〔出所〕「労働力調査（基本集計）」長期時系列表１－ｂ－３より作成。
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－37
－47

－35－35

－5

2

－26

－97

－61

－104

－131

－120－123

－85

－62

－86

－140

－120

－100

－80

－60

－40

－20

0

20

（万人） リーマンショック期 コロナ危機期

200
9年
1 ～
3 月
平均

4～
6月

7～
9月

10～
12月

202
0年
1 月 2 月 3 月 4 月 5月 6 月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

が
、
そ
の
他
に
ア
ル
バ
イ
ト
（
二
六
万
人
）、
契
約
社
員
（
一
〇

万
人
）、
派
遣
社
員
（
三
万
人
）、
嘱
託
（
三
万
人
）
な
ど
に
移
動

し
た
人
も
い
る
。
同
様
の
移
動
は
他
の
非
正
規
雇
用
に
つ
い
て
も

見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
、
非
正
規
雇
用
（
一
九
五
五
万
人
）

か
ら
正
規
雇
用
に
転
換
す
る
ケ
ー
ス
（
四
八
万
人
）
や
、
正
規
雇

用
（
三
三
二
八
万
人
）
か
ら
非
正
規
雇
用
（
四
七
万
人
）
に
変
わ

る
ケ
ー
ス
も
（
７
）

あ
る
。

�

正
社
員
に
も
広
が
る
雇
用
調
整

一
時
休
業
や
希
望
退
職
募
集
、
解
雇
な
ど
の
雇
用
調
整
は
非
正

規
雇
用
に
と
ど
ま
ら
ず
正
社
員
に
も
広
が
っ
て
い
る
（
第
３

表
）。
利
用
客
の
大
幅
減
少
に
見
舞
わ
れ
た
航
空
各
社
で
は
、
異

業
種
へ
の
出
向
に
よ
っ
て
正
規
労
働
者
の
雇
用
を
維
持
す
る
動
き

が
見
ら
れ
る
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
は
自
治
体
や
企
業
な
ど
へ
の
出
向
・
一
時

派
遣
を
一
日
あ
た
り
六
〇
〇
人
か
ら
一
〇
〇
〇
人
に
拡
大
し
た
。

出
向
先
も
二
〇
団
体
か
ら
四
〇
団
体
に
増
や
し
た
（『
日
経
新

聞
』
二
一
年
二
月
二
日
付
）。
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
グ
ル
ー
プ
企
業
で
あ
る

Ｊ
Ａ
Ｌ
グ
ラ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス
で
は
延
べ
約
四
〇
〇
〇
人
の
社
員
が

異
業
種
に
派
遣
さ
れ
、
一
日
最
大
で
五
〇
〇
人
程
度
が
農
作
業
や

宅
配
便
の
仕
分
け
作
業
に
従
事
し
て
い
る
。
千
葉
県
内
の
冷
凍
食

品
加
工
工
場
に
派
遣
さ
れ
た
社
員
は
冷
凍
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
ビ
ニ

ー
ル
袋
に
詰
め
る
作
業
に
従
事
し
て
い
る
が
、
一
〇
人
の
同
僚
の

大
半
が
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
の
技
能
実
習
生
で
あ
る
。
本
業
に
復
帰
で

き
る
見
通
し
は
立
っ
て
い
な
い
と
い
う
（『
毎
日
新
聞
』
一
一
月

二
九
日
付
）。

第４図 非正規雇用の対前年同期、同月差

（リーマンショック期、コロナ危機期）

〔備考〕２００９年当時、雇用形態別の数値が得られるのは「労働力調査（詳細集計）」四半期集計のみである。
〔出所〕２００９年：「労働力調査（詳細集計）」長期時系列表９（１）／２０２０年：「労働力調査（基本集計）」長期

時系列表１－ｂ－３より作成。
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第３表 大手企業の人員削減、事業縮小の計画事例

出 所

日経新聞 電子版
１０月２７日付
AERA１１月３０日号

日経，朝日新聞１１月
２１日付

日経、朝日新聞１１月
２１日付

AERA１１月３０日号

AERA１１月３０日号

日経新聞１２月３０日付

AERA１１月３０日号

日経新聞１２月３０日付

AERA１１月３０日号

日経新聞１２月３０日
付、AERA１１月３０日
号

日経新聞 電子版
１１月６日付

日経新聞１２月３０日付

AERA１１月３０日号

AERA１１月３０日号

内 容

２２年３月末までに希望退職（１０００人）や定年
退職による自然減などでグループ全体の従業
員数の約１割（３２００人）を削減。

２１年度までに国内１１５店舗（１９年度比２５％）
の閉鎖、定年退職、早期退職などでグループ
人員６５００人（国内２８００人、海外３７００人）削減。
２２年度新卒採用見合わせ、ネット販売の比重
を高める。

２２年３月までに個人向け店舗１３８店を３分の
１に縮小。法人向け支店を集約。２５年３月末
までに７０００人のグループ従業員を約３分の２
に縮小。

２２年度までに３５００人程度の人員削減予定。定
年退職に伴う自然減、新規採用活動の停止、
希望退職募集などによる。

パイロット・客室乗務員の計約６００人を対象
に希望退職や配置転換を募集

約３００人の希望退職募集中。２１年２月末まで
に１２２店閉店

全店舗の２割相当の約１６０店を２２年３月末ま
でに閉店。４００人程度の希望退職募集

２１年末までに約９０店閉店予定。２００人の希望
退職募集に３１５人が応募。

７月に約２００人の希望退職募集、追加募集も
検討

６～７月に実施した希望退職募集に１０００人強
が応募。ホテル・リゾート事業から撤退へ。

１０月，１２００人の希望退職募集を発表

２１年１月に約４００人の希望退職募集。グルー
プで２０００人の削減方針

国内社員５５０人の希望退職募集。本社・岡崎
製作所・水島製作所の管理職を中心に、４５歳
以上が対象。

国内２４店のうち１２店を閉店し、九州・沖縄か
ら撤退。７月に全従業員の約半数相当の２５０
人程度の希望退職募集。

業種

金属製造

旅行業

旅行業

航空

航空

アパレル

アパレル

外食

外食

住宅

住宅機器

硝子製造

自動車製
造

家電量販

企業名

日立金属

JTB

KNT－ CT
ホールディ
ングス（近
畿日本ツー
リスト）

ANA ホ ー
ルディング
ス

ジェットス
ター・ジャ
パン

TSI ホール
ディングス

青山商事

ロイヤルホ
ールディン
グス

ペッパーフ
ードサービ
ス

レオパレス
２１

LIXIL グル
ープ

日本板硝子

三菱自動車

ラオックス

特集１ コロナ禍の雇用・暮らしへの影響とその構造的背景、政策課題
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政
府
は
こ
う
し
た
出
向
を
支
援
す
る
た
め
、
新
た
に
産
業
雇
用
安
定
助
成
金

を
設
け
、
公
益
財
団
法
人
・
産
業
雇
用
安
定
セ
ン
タ
ー
の
活
用
に
よ
っ
て
出
向

元
お
よ
び
出
向
先
を
支
援
す
る
方
針
で
あ
る
。
業
種
を
越
え
た
労
働
力
の
移
動

に
よ
っ
て
雇
用
を
維
持
す
る
試
み
は
「
従
業
員
シ
ェ
ア
」
と
か
「
雇
用
シ
ェ

ア
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
（
第
四
章
１
�
参
照
）。

こ
れ
ら
に
加
え
て
早
期
・
希
望
退
職
募
集
を
行
う
事
例
も
増
加
し
て
い
る
。

東
京
商
工
リ
サ
ー
チ
に
よ
れ
ば
、
二
〇
年
に
希
望
退
職
を
募
っ
た
上
場
企
業
は

九
三
社
に
達
し
た
。
こ
れ
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
〇
九
年
（
一
九
一
社
）

に
次
ぐ
過
去
二
番
目
の
高
水
準
で
あ
る
。
業
種
別
に
は
ア
パ
レ
ル
・
繊
維
製
品

（
一
七
社
）、
自
動
車
関
連
（
一
一
社
）、
電
気
機
器
（
一
〇
社
）、
外
食
（
七

社
）
な
ど
で
多
い
。
募
集
人
員
数
は
判
明
分
だ
け
で
合
計
一
万
八
六
三
五
人

で
、
約
二
万
三
〇
〇
〇
人
だ
っ
た
〇
九
年
に
迫
る
多
さ
で
（
８
）

あ
る
。

第
四
章
で
詳
し
く
ふ
れ
る
が
、
政
府
は
雇
用
調
整
助
成
金
の
特
例
措
置
を
設

け
て
、
労
働
者
を
解
雇
し
な
い
で
休
業
扱
い
に
し
た
事
業
主
に
は
休
業
手
当
の

全
額
を
助
成
す
る
な
ど
の
措
置
を
講
じ
て
い
る
。
事
業
主
が
こ
の
助
成
金
を
利

用
す
る
こ
と
な
く
労
働
者
を
解
雇
す
る
の
は
、
解
雇
回
避
努
力
を
尽
く
し
た
と

は
言
い
が
た
く
、
解
雇
権
の
濫
用
に
あ
た
る
と
の
指
摘
も
（
９
）

あ
る
。

�

新
卒
の
採
用
抑
制
、
停
止

厚
生
労
働
省
と
文
部
科
学
省
の
発
表
（
一
一
月
一
七
日
）
に
よ
れ
ば
、
二
一

年
三
月
卒
業
予
定
の
大
学
生
の
就
職
内
定
率
は
、
企
業
が
正
式
な
内
定
を
出
す

二
〇
年
一
〇
月
一
日
時
点
で
六
九
・
八
％
と
な
り
、
五
年
ぶ
り
に
七
〇
％
を
下

回
っ
た
。
前
年
同
期
か
ら
の
下
げ
幅
は
七
・
〇
ポ
イ
ン
ト
と
、
〇
八
年
の
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
直
後
の
〇
九
年
調
査
（
七
・
四
ポ
イ
ン
ト
減
）
以
来
の
大
き
さ

と
な
っ
た
。

こ
の
調
査
は
国
公
立
二
四
大
学
・
私
立
三
八
大
学
の
四
七
七
〇
人
を
抽
出
し

て
調
べ
た
も
の
で
、
文
系
の
内
定
率
は
六
八
・
七
％
（
前
年
同
期
比
七
・
五
ポ

イ
ン
ト
減
）、
理
系
は
七
四
・
五
％
（
同
四
・
八
ポ
イ
ン
ト
減
）
だ
っ
た
（『
朝

日
新
聞
』
一
一
月
一
八
日
付
）。

�
「
労
働
力
調
査
」
が
示
す
正
規
雇
用
の
増
加
を
ど
う
見
る
か

と
こ
ろ
で
、「
労
働
力
調
査
」
に
よ
れ
ば
四
月
〜
九
月
に
か
け
て
正
規
雇
用
は

対
前
年
同
月
差
で
増
加
し
て
お
り
（
た
だ
し
五
月
は
除
く
）、
非
正
規
雇
用
が

大
幅
に
減
る
な
か
で
対
照
的
な
動
き
を
見
せ
て
い
る
（
巻
頭
色
刷
り
第
（
１０
）

２
図
）。

こ
の
傾
向
は
と
く
に
女
性
に
目
立
っ
て
い
る
（
巻
頭
色
刷
り
第
６
図
）。
二
〇

年
平
均
で
見
て
も
、
男
女
と
も
に
雇
用
が
収
縮
す
る
な
か
で
正
規
雇
用
は
増
え

た
た
め
、
正
規
雇
用
比
率
は
上
昇
し
た
。
女
性
の
上
昇
幅
は
男
性
を
上
回
っ
て

（
１１
）

い
る
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
に
は
非
正
規
雇
用
だ
け
で
な
く
、
正
規
雇
用
も

減
少
し
た
が
、
こ
れ
と
比
べ
て
も
違
い
が
大
き
い
。
第
２
表
、
第
３
表
で
示
し

た
解
雇
、
雇
い
止
め
の
動
き
に
も
合
致
し
な
い
。

し
か
も
、
専
門
的
技
術
的
職
業
従
事
者
だ
け
で
な
く
事
務
従
事
者
も
正
規
雇

用
が
増
え
て
い
る
。
他
方
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
求
職
状
況
を
ま
と
め
た

「
職
業
安
定
業
務
統
計
」
で
は
、
正
社
員
の
有
効
求
人
倍
率
は
二
〇
年
四
月
以

降
、
一
倍
未
満
が
続
い
て
い
る
（
二
〇
年
九
月
、
〇
・
七
八
倍
）。
ま
た
事
務

職
の
有
効
求
人
倍
率
（
パ
ー
ト
を
除
く
常
用
）
は
一
七
年
以
降
、
〇
・
三
倍
〜

〇
・
四
倍
台
で
推
移
し
て
い
た
が
、
二
〇
年
八
月
に
は
〇
・
三
倍
を
下
回
っ
た

（
九
月
、
〇
・
二
九
倍
）。
事
務
職
の
求
職
者
一
〇
人
に
対
し
求
人
数
は
三
人
未

満
と
い
う
低
さ
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
職
業
安
定
業
務
統
計
」
と
「
労
働
力

調
査
」
の
結
果
は
整
合
し
て
い
な
い
。

な
ぜ
、
コ
ロ
ナ
禍
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
が
大
幅
に
低
下
し
た
期
間
も
含
め
て
（
五
月
を
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除
く
）
正
規
雇
用
が
増
加
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
り
わ
け
女
性
で
そ
の
傾

向
が
顕
著
な
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
要
因
と
し
て
、
情
報
通
信
産
業
、
医

療
・
福
祉
な
ど
コ
ロ
ナ
禍
で
業
務
が
増
加
し
て
い
る
部
門
で
専
門
技
術
職
を
中

心
に
正
規
雇
用
を
積
極
的
に
増
や
し
て
い
る
こ
と
、
コ
ロ
ナ
禍
が
収
束
し
た
後

の
、
人
手
不
足
状
況
の
再
来
を
見
越
し
て
若
手
を
中
心
に
正
社
員
の
採
用
を
継

続
し
て
い
る
企
業
が
あ
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。

ま
た
、
正
規
雇
用
の
賃
金
が
低
下
し
、
労
働
条
件
の
実
態
が
非
正
規
雇
用
と

ほ
と
ん
ど
変
わ
ら
な
い
も
の
も
混
じ
り
込
む
よ
う
に
な
り
、
正
規
と
非
正
規
の

境
界
が
あ
い
ま
い
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
統
計
上
の
正
規
雇
用
増
加
の
要
因

と
な
ろ
う
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
「
労
働
力
調
査
」
自
体
が
種
々
の
困
難
に
直
面
し
て

い
る
こ
と
が
デ
ー
タ
に
影
響
し
て
い
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
末
尾
の
「
補
論
」
で
取
り
上
げ
る
。

３

非
労
働
力
人
口
、
追
加
就
労
希
望
就
業
者
の
増
加

１
で
見
た
と
お
り
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
休
業
者
は
急
増
し
た
。
こ
の

休
業
者
を
め
ぐ
っ
て
、
当
初
は
完
全
失
業
者
化
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
予
測

が
あ
っ
た
が
、
休
業
者
の
多
く
は
そ
う
な
ら
な
か
っ
た
。
完
全
失
業
者
お
よ
び

完
全
失
業
率
は
一
〇
月
に
ピ
ー
ク
に
達
し
て
以
降
は
落
ち
着
き
、
そ
れ
ぞ
れ
二

〇
〇
万
人
、
三
％
を
下
回
っ
て
い
る
（
本
文
第
１
図
）。

労
働
市
場
の
実
態
は
「
労
働
力
調
査
」
が
示
す
数
値
よ
り
も
悪
化
し
て
い
る

と
の
見
方
も
あ
る
が
、
コ
ロ
ナ
禍
に
固
有
の
要
因
も
作
用
し
て
い
る
。
通
常
で

あ
れ
ば
求
職
活
動
を
す
る
離
職
者
が
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
感
染
リ
ス
ク
を
お

そ
れ
て
求
職
活
動
を
控
え
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
や
む
な
く
「
自
発
的
に
」
非

労
働
力
人
口
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
（
１２
）

あ
る
。
こ
れ
に
加
え
て
、
職
を
失
っ
た

人
々
が
あ
る
程
度
の
時
間
を
か
け
て
自
分
に
あ
っ
た
仕
事
を
探
す
余
裕
が
な
く

な
り
、
た
と
え
細
切
れ
的
な
低
賃
金
の
職
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
選
択
す
る
た

め
、
完
全
失
業
者
に
数
え
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
。
失
業
時
の
生
活
保
障
の
未

整
備
も
完
全
失
業
者
や
完
全
失
業
率
を
低
位
に
抑
え
る
よ
う
に
作
用
し
て
い

る
。
コ
ロ
ナ
禍
で
は
こ
れ
ら
の
側
面
が
よ
り
強
く
働
い
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。�

非
自
発
的
非
労
働
力
人
口

非
労
働
力
人
口
は
緊
急
事
態
宣
言
を
受
け
て
三
月
（
四
一
八
〇
万
人
）
か
ら

四
月
（
四
二
七
四
万
人
）
に
か
け
て
急
増
し
た
。
対
前
月
差
で
九
四
万
人
の
増

加
で
あ
る
（
男
性
二
七
万
人
、
女
性
六
八
万
人
）。
対
前
年
同
月
差
で
は
一
〇

月
ま
で
増
加
傾
向
が
続
い
た
（「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」
長
期
時
系
列
表

１
―
ａ
―
１
）。
こ
の
な
か
に
は
結
婚
や
出
産
な
ど
自
己
都
合
に
よ
る
自
発
的

非
労
働
力
人
口
に
加
え
て
、
非
自
発
的
な
理
由
で
離
職
し
、
非
労
働
力
人
口
に

な
っ
た
人
も
含
ま
れ
て
い
る
。「
会
社
倒
産
・
事
務
所
閉
鎖
の
た
め
」、「
人
員

整
理
・
勧
奨
退
職
の
た
め
」、「
事
業
不
振
や
先
行
き
不
安
の
た
め
」、「
定
年
又

は
雇
用
契
約
の
満
了
の
た
め
」
な
ど
、
事
業
主
都
合
に
よ
り
離
職
し
、
非
労
働

力
人
口
に
な
っ
た
人
は
、
一
九
年
四
〜
六
月
か
ら
二
〇
年
四
〜
六
月
に
か
け
て

三
三
万
人
か
ら
四
七
万
人
に
増
加
し
て
い
る
（「
労
働
力
調
査
（
詳
細
集
計
）」

各
四
半
期
集
計
、
第
�
―
４
表
）。

�
追
加
就
労
希
望
就
業
者

１
で
述
べ
た
よ
う
に
、
四
月
に
急
増
し
た
休
業
者
の
う
ち
、
四
割
以
上
は
五

月
に
仕
事
に
復
帰
し
て
い
る
。
別
の
職
に
就
い
た
人
、
元
の
職
場
に
復
帰
し
た
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人
な
ど
様
々
で
あ
ろ
う
。
短
時
間
の
仕
事
し
か
得
ら
れ
ず
、
そ
れ
だ
け
で
は
生

活
で
き
な
い
人
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
休
業
手
当
を
ま
っ
た
く
支
給
さ
れ
な

い
か
、
わ
ず
か
し
か
な
い
ま
ま
休
業
状
態
に
置
か
れ
た
人
々
の
な
か
に
は
別
の

仕
事
を
し
て
収
入
を
得
た
い
と
考
え
る
だ
ろ
う
。
追
加
就
労
を
希
望
す
る
就
業

者
の
増
加
は
そ
れ
を
示
し
て
い
る
。

「
労
働
力
調
査
」
の
「
追
加
就
労
希
望
就
業
者
」
は
現
在
就
業
し
て
い
る
人

の
う
ち
、
①
就
業
時
間
が
週
三
五
時
間
未
満
、
②
就
業
時
間
の
追
加
を
希
望
し

て
い
る
、
③
就
業
時
間
の
追
加
が
で
き
る
と
い
う
三
要
件
を
満
た
す
人
々
で
あ

る
。
二
〇
年
四
〜
六
月
期
に
は
こ
の
よ
う
な
追
加
就
労
希
望
就
業
者
が
前
年
同

期
よ
り
八
七
万
人
も
増
加
し
た
（
一
八
〇
万
人
か
ら
二
六
七
万
人
へ
）。
こ
れ

ら
は
事
実
上
、
半
失
業
状
態
に
あ
る
と
見
て
よ
か
ろ
う
。

４

賃
金
、
ボ
ー
ナ
ス
の
引
き
下
げ

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
労
働
市
場
の
変
貌
は
こ
れ
ま
で
日
本
社
会
の
深
部
で
進
行

し
て
い
た
格
差
と
貧
困
を
増
幅
し
、
人
々
に
多
く
の
困
難
を
及
ぼ
し
て
い
る
。

�

コ
ロ
ナ
禍
で
の
低
収
入
階
層
の
縮
小
、
格
差
の
拡
大

前
述
の
と
お
り
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
非
正
規
雇
用
の
減
少
規
模
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
期
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
そ
の
う
ち
完
全
失
業
者
と
な
っ
て
求
職

活
動
を
継
続
す
る
人
々
に
加
え
て
、
非
労
働
力
人
口
と
な
る
人
も
少
な
く
な
か

っ
た
。
四
月
は
非
労
働
力
人
口
の
増
加
（
対
前
年
同
月
差
）
が
完
全
失
業
者
の

増
加
を
は
る
か
に
上
回
っ
て
い
る
（
前
者
六
一
万
人
増
、
後
者
一
二
万
人

増
）。第

４
表
は
「
役
員
を
除
く
雇
（
１３
）

用
者
」
が
仕
事
を
通
し
て
得
た
年
間
収
入
の
分

布
を
示
し
て
い
る
。
一
九
年
か
ら
二
〇
年
に
か
け
て
年
収
二
〇
〇
万
円
未
満
層

が
七
三
万
人
減
っ
て
い
る
。
一
〇
〇
万
円
未
満
層
の
大
幅
な
減
少
は
、
学
生
ア

ル
バ
イ
ト
の
減
少
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、
コ
ロ
ナ
禍

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
七
〇
〇
万
円
以
上
の
高
収
入
層
が
三
五
万
人
増
え
、
役
員

を
除
く
雇
用
者
に
占
め
る
比
率
も
上
昇
し
た
（
九
・
七
％
か
ら
一
〇
・
四
％

へ
）。第

４
表
に
は
、
や
む
な
く
非
労
働
力
人
口
と
な
っ
た
人
々
や
完
全
失
業
者
、

第４表 仕事からの年間収入（役員を除く雇用者、男女計）
（単位：万人、％）

１９年→２０年

－４０

－５０

－２３

６

０

９

７

２４

７

４

〔備考〕 収入を回答していない者もいるため、各階層の人数の合計は総数と一
致しない。

〔出所〕「労働力調査（詳細集計）」年次集計、第Ⅱ－９表より作成。

２０２０年

１００．０

１５．１

１７．０

１６．４

１５．１

１１．３

１２．３

７．５

２．３

０．５

５６２０

８４７

９５４

９２０

８５１

６３４

６９３

４２４

１３１

２８

２０１９年

１００．０

１５．８

１７．３

１６．１

１５．０

１１．０

１２．１

７．１

２．２

０．４

５６６０

８９７

９７７

９１４

８５１

６２５

６８６

４００

１２４

２４

総数

１００万円未満

１００～１９９万円

２００～２９９万円

３００～３９９万円

４００～４９９万円

５００～６９９万円

７００～９９９万円

１０００～１４９９万円

１５００万円以上
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後
述
の
個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
な
ど
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
い
ま
雇

用
が
収
縮
す
る
な
か
、
労
働
市
場
の
下
位
に
属
す
る
人
々
は
統
計
で
は
見
え
な

い
と
こ
ろ
で
膨
ら
ん
で
い
る
。
株
価
上
昇
な
ど
で
富
を
得
た
富
裕
層
と
一
般
勤

労
者
と
の
格
差
拡
大
だ
け
で
な
く
、
労
働
者
内
部
に
お
い
て
も
格
差
が
広
が
っ

て
い
る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

�

賃
金
、
ボ
ー
ナ
ス
の
低
下

Ａ
Ｎ
Ａ
や
Ｊ
Ａ
Ｌ
な
ど
航
空
業
界
を
は
じ
め
、
観
光
業
や
宿
泊
業
な
ど
人
々

の
移
動
に
関
わ
る
産
業
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
被
っ
た
打
撃
は
大
き
い
。
厚
生

労
働
省
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」（
五
人
以
上
規
模
、
パ
ー
ト
を
含
む
、
確
報

値
）
に
よ
れ
ば
、
二
〇
年
通
年
の
一
人
当
た
り
の
現
金
給
与
総
額
は
前
年
比

一
・
二
％
減
と
な
っ
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
〇
九
年
（
マ
イ
ナ
ス
三
・

九
％
）
以
来
の
落
ち
込
み
幅
で
あ
る
。
所
定
外
賃
金
の
減
少
（
対
前
年
比
、
マ

イ
ナ
ス
一
二
・
一
％
）
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。

現
金
給
与
総
額
の
う
ち
、
ボ
ー
ナ
ス
な
ど
特
別
に
支
払
わ
れ
た
給
与
は
一
般

労
働
者
で
前
年
比
マ
イ
ナ
ス
四
・
五
％
と
な
っ
た
。
住
宅
ロ
ー
ン
を
ボ
ー
ナ
ス

で
返
済
し
て
い
た
労
働
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
で
あ
る
。

宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
で
は
パ
ー
ト
だ
け
で
な
く
、
一
般
労
（
１４
）

働
者
の
所

定
内
給
与
も
低
下
し
た
（
巻
頭
色
刷
り
第
４
図
）。
同
部
門
の
四
月
〜
六
月
期

の
所
定
外
労
働
時
間
は
一
五
年
を
一
〇
〇
と
し
て
、
一
般
労
働
者
が
五
四
・
九

に
、
パ
ー
ト
で
は
五
七
・
二
に
ま
で
減
少
し
た
。
も
と
も
と
時
間
賃
金
額
が
低

い
パ
ー
ト
の
場
合
、
残
業
の
減
少
に
よ
っ
て
所
定
外
賃
金
が
大
幅
に
減
っ
た
た

め
、
生
活
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
人
も
少
な
く
な
い
。

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
は
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
仕
事
や
生
活
へ
の
影

響
に
関
す
る
調
査
」
を
四
月
、
五
月
、
八
月
、
一
二
月
の
計
四
回
行
っ
た
が
、

「
勤
務
日
数
や
労
働
時
間
の
減
少
（
休
業
を
含
む
）」
を
挙
げ
た
人
の
割
合
が
し

だ
い
に
減
少
す
る
一
方
で
、「
収
入
の
減
少
」
を
選
択
し
た
回
答
者
は
四
月
四

〇
・
九
％
、
五
月
五
四
・
五
％
、
八
月
五
九
・
六
％
、
一
二
月
六
五
・
八
％
へ

上
昇
し
て
い
る
。
こ
れ
は
世
帯
全
体
の
家
計
収
支
に
も
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
。
一
二
月
に
実
施
さ
れ
た
同
調
査
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
（
１５
）

い
る
。

「
全
有
効
回
答
者
を
対
象
に
、
過
去
三
ヵ
月
間
（
昨
年
〔
注
二
〇
年
〕
九
〜

一
一
月
）
の
世
帯
全
体
の
家
計
収
支
を
尋
ね
る
と
、『
赤
字
』
と
回
答
し
た
割

合
が
『
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
』
で
四
三
・
〇
％
、
二
〇
一
九
年
の
世
帯
年
収
が
『
三

〇
〇
万
円
未
満
』
で
四
三
・
一
％
、
育
児
や
介
護
、
病
気
（
通
院
）、
障
が
い

な
ど
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
が
難
し
い
事
情
が
『
あ
る
』
場
合
で
四
四
・
〇
％
と
四

割
を
超
え
た
」。

５

不
安
定
就
業
、
貧
困
の
広
が
り

�

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
、
シ
フ
ト
制
勤
務
者
の
問
題

学
生
の
多
く
は
飲
食
店
な
ど
の
消
費
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
就
労
し
て
い
る

た
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
が
直
撃
し
た
。
全
国
一
斉
の
緊
急
事
態
宣
言
に
と
も

な
い
、
三
月
か
ら
四
月
に
か
け
て
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
は
六
二
万
人
も
減
少
し

た
。
例
年
四
月
は
卒
業
に
と
も
な
っ
て
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
は
減
る
（
一
九
年
三

月
か
ら
四
月
に
か
け
て
は
一
万
人
の
減
少
）
が
、
こ
れ
は
異
常
な
減
り
方
で
あ

る
（
対
前
年
同
月
差
、
四
月
七
三
万
人
、
五
月
五
一
万
人
の
減
）。
そ
の
後
、

学
生
ア
ル
バ
イ
ト
数
は
徐
々
に
回
復
し
て
い
る
が
、
一
二
月
時
点
で
な
お
前
年

同
月
差
二
五
万
人
の
減
少
で
あ
る
（「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」
各
月
、
第

Ⅰ
―
２
表
に
よ
る
）。
一
五
〜
二
四
歳
の
「
通
学
の
か
た
わ
ら
仕
事
」
を
し
て
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い
る
人
を
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
と
想
定
）。

ア
ル
バ
イ
ト
収
入
を
断
た
れ
た
こ
と
で
学
生
た
ち
は
生
活
と
勉
学
上
、
多
大

な
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
店
長
か
ら
休
業
を
指
示
さ
れ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、「
た
だ
シ
フ
ト
に
入
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
休
業
を
指
示
し
て
い
な
い
。

シ
フ
ト
が
未
確
定
だ
っ
た
分
は
そ
も
そ
も
休
業
扱
い
に
な
ら
な
い
」
と
強
弁
す

る
事
業
主
が
少
な
く
な
い
。

�
シ
フ
ト
制
労
働
者
の
休
業
補
償
の
問
題

シ
フ
ト
勤
務
体
制
は
従
来
か
ら
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
は
じ
め
、
パ
ー
ト
や
ア

ル
バ
イ
ト
に
広
が
っ
て
い
た
。
事
業
主
は
経
営
状
況
に
あ
わ
せ
て
必
要
な
時
間

帯
に
、
必
要
な
人
数
の
労
働
者
を
細
切
れ
的
に
利
用
で
き
る
。
労
働
者
本
人
の

意
向
よ
り
も
事
業
主
の
方
針
が
優
先
す
る
。
こ
う
し
た
雇
用
管
理
体
制
は
飲
食

サ
ー
ビ
ス
や
小
売
業
な
ど
で
多
用
さ
れ
て
き
た
。「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
を

も
と
に
し
た
後
藤
道
夫
都
留
文
科
大
学
名
誉
教
授
の
試
算
で
は
、
週
三
五
時
間

未
満
の
短
時
間
就
業
者
や
不
規
則
就
業
労
働
者
の
合
計
が
労
働
者
全
体
に
占
め

る
比
率
は
、
八
七
年
一
三
％
、
九
九
年
一
九
％
、
二
〇
〇
七
年
二
四
％
、
さ
ら

に
一
七
年
に
は
二
九
％
に
増
加
し
て
い
る
（『
世
界
』
二
〇
年
一
二
月
号
）。
こ

の
よ
う
な
労
働
者
に
あ
っ
て
は
、
労
働
契
約
に
週
の
労
働
時
間
数
や
勤
務
時
間

帯
に
つ
い
て
明
示
し
て
い
な
い
場
合
が
多
い
。

緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、
休
業
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
際
、
休
業
を
指
示

す
る
の
で
は
な
く
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
を
シ
フ
ト
に
入
れ
な
い
と
い
う
手

法
（
シ
フ
ト
カ
ッ
ト
）
で
労
働
者
を
休
業
補
償
な
し
に
休
業
状
態
に
お
く
事
例

が
多
数
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
、
休
業
手
当
を
支
給
さ
れ
な
い
労
働
者
に
つ
い
て
、
本
人
が

申
請
し
て
受
給
で
き
る
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・

給
付
金
」
を
新
設
し
た
が
（
七
月
一
〇
日
支
給
開
始
）、
こ
れ
に
つ
い
て
の
認

知
度
が
広
が
っ
て
い
な
か
っ
た
。
厚
生
労
働
省
に
対
す
る
首
都
圏
青
年
ユ
ニ
オ

ン
な
ど
労
働
組
合
の
要
請
や
野
党
の
支
援
も
あ
っ
て
、
同
省
は
「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
Ｑ
＆
Ａ
」（
二
〇
年
一
一
月
）

に
お
い
て
、
シ
フ
ト
が
決
ま
る
前
の
事
実
上
の
休
業
に
つ
い
て
も
休
業
支
援

金
・
給
付
金
の
支
給
を
可
能
と
す
る
措
置
を
明
示
し
た
。
休
業
支
援
金
・
給
付

金
に
つ
い
て
は
第
四
章
で
も
取
り
上
げ
る
。

野
村
総
研
が
一
二
月
一
八
日
〜
二
一
日
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
し
て
実
施

し
た
全
国
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
女
性
の
調
査
（
二
〇
〜
五
九
歳
の
五
万
五

八
八
九
人
が
回
答
）
で
は
、
一
日
単
位
の
休
業
だ
け
で
な
く
、
シ
フ
ト
時
間
を

短
縮
す
る
よ
う
な
短
時
間
休
業
（
シ
フ
ト
減
）
の
場
合
も
休
業
手
当
の
支
給
対

象
と
な
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
人
は
二
二
・
〇
％
に
と
ど
ま
り
、「
知
ら
な
か

っ
た
（
今
回
は
じ
め
て
知
っ
た
）」
と
回
答
し
た
人
が
五
六
・
三
％
に
上
っ

た
。
ま
た
、
休
業
支
援
金
・
給
付
金
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た
人
は
一
六
・
一
％

に
過
ぎ
な
い
。
こ
の
う
ち
知
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
申
請
し
て
い
な
い
人

は
八
六
・
四
％
に
達
し
て
（
１６
）

い
る
。

�

外
国
人
技
能
実
習
生
の
苦
境

外
国
人
技
能
実
習
制
度
は
日
本
か
ら
母
国
へ
の
技
能
の
移
転
に
よ
っ
て
「
国

際
協
力
」
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
九
三
年
に
創
設
さ
れ
た
。
大
企
業

か
ら
小
零
細
業
者
ま
で
、
そ
の
必
要
に
応
じ
て
特
定
の
職
種
・
業
務
に
期
限
つ

き
で
技
能
実
習
生
を
導
入
し
て
き
た
。
建
前
と
は
別
に
、
も
っ
ぱ
ら
低
賃
金
労

働
力
の
確
保
が
目
的
で
、
し
ば
し
ば
人
権
侵
害
の
温
床
に
な
っ
て
き
た
。

二
〇
年
一
〇
月
末
時
点
の
技
能
実
習
生
は
全
国
で
四
〇
万
二
三
五
六
万
人
に

の
ぼ
っ
て
い
る
。
前
年
（
三
八
万
三
九
七
八
人
）
に
比
べ
、
一
万
八
三
七
八
人
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の
増
加
で
あ
る
。
た
だ
し
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
、
対
前
年
増
加
率
は
一

九
年
の
二
四
・
五
％
か
ら
二
〇
年
四
・
八
％
に
大
幅
に
低
下
し
た
。
現
在
の
技

能
実
習
生
の
国
籍
は
ベ
ト
ナ
ム
が
最
も
多
く
（
二
一
万
八
〇
〇
〇
人
）、
こ
れ

に
中
国
（
七
万
六
九
二
二
人
）
が
続
い
て
（
１７
）

い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
は
技
能
実
習
生
の
就
労
先
を
閉
鎖
や
倒
産
に
追
い
込
み
、
実
習
生

は
解
雇
さ
れ
、
離
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
出
入
国
在
留
管
理
庁
に
よ
る

と
、
一
二
月
上
旬
時
点
で
約
五
一
〇
〇
人
の
技
能
実
習
が
中
止
に
な
っ
た

（『
毎
日
新
聞
』
二
一
年
一
月
三
〇
日
付
）。
こ
う
し
た
状
況
を
受
け
て
同
庁

は
、
新
た
な
実
習
先
が
見
つ
か
ら
な
い
実
習
生
に
つ
い
て
就
労
が
継
続
で
き
る

よ
う
、
当
面
の
間
の
特
例
措
置
と
し
て
、
特
定
産
業
分
野
（
介
護
、
農
業
な
ど

一
四
分
野
）
で
の
就
労
が
認
め
ら
れ
る
「
特
定
活
動
（
就
労
可
）」
の
在
留
資

格
へ
の
変
更
を
最
大
一
年
に
限
っ
て
許
可
す
る
こ
と
と
し
た
。

日
本
政
府
の
出
入
国
制
限
措
置
に
よ
り
、
本
国
へ
の
帰
国
が
困
難
と
な
っ
た

実
習
生
も
少
な
く
な
い
。
こ
う
し
た
実
習
生
を
対
象
に
出
入
国
在
留
管
理
庁

は
、「
特
定
活
動
（
六
ヵ
月
・
就
（
１８
）

労
可
）」
ま
た
は
「
特
定
活
動
（
六
ヵ
月
・
就

労
（
１９
）

不
可
）」
へ
の
在
留
資
格
変
更
を
認
め
た
が
、
実
際
に
就
労
先
を
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
場
合
も
多
く
、
収
入
を
断
た
れ
生
存
の
危
機
に
直
面
す
る
人

た
ち
も
少
な
か
ら
ず
生
ま
れ
て
い
る
。

他
方
、
こ
れ
ま
で
人
手
不
足
の
解
決
策
を
実
習
生
に
頼
っ
て
き
た
業
界
（
機

械
・
金
属
、
食
料
品
製
造
、
繊
維
・
衣
服
、
建
設
、
農
業
な
ど
）
で
は
、
出
入

国
制
限
措
置
に
よ
っ
て
技
能
実
習
生
の
新
規
の
受
け
入
れ
が
ス
ト
ッ
プ
し
た
た

め
経
営
難
に
直
面
し
て
い
る
事
業
者
も
あ
る
。

�

個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
の
場
合

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
飲
食
業
や
製
造
業
で
仕
事
を
失
っ
た
人
々
の
な
か
で
、

個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
形
態
で
ウ
ー
バ
ー
イ
ー
ツ
の
よ
う
な
料
理
宅

配
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
事
例
が
増
え
て
（
２０
）

い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
仕
事
や
生
活
へ
の
影
響

に
関
す
る
調
査
（
一
次
集
計
）
結
果
」（
二
〇
年
八
月
）
に
よ
れ
ば
、
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
の
回
答
者
の
四
五
・
六
％
が
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
売
上
高
・
収
入
が
減

少
し
た
と
答
え
て
い
る
。
過
去
三
ヵ
月
間
（
五
月
〜
七
月
）
の
世
帯
全
体
の
家

計
収
支
に
つ
い
て
、
四
三
・
二
％
の
世
帯
が
赤
字
で
、
黒
字
計
の
世
帯
比
率

（
一
五
・
〇
％
）
と
の
差
は
二
八
・
二
ポ
イ
ン
ト
に
及
ん
で
い
る
。
さ
ら
に
五

〇
・
五
％
が
「
家
で
の
食
費
を
切
り
つ
め
た
」（
七
月
分
）
と
答
え
て
い
る
。

「
雇
わ
れ
な
い
自
由
な
働
き
方
」
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
の

暮
ら
し
は
非
正
規
雇
用
と
同
様
に
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
厳
し
い
。

個
人
事
業
主
は
雇
用
関
係
に
な
い
た
め
、
使
用
者
に
よ
る
休
業
手
当
の
支
給

は
な
い
。
当
初
、
政
府
は
持
続
化
給
付
金
の
支
給
対
象
に
個
人
事
業
主
を
含
め

て
い
な
か
っ
た
が
、
当
事
者
や
野
党
の
要
求
も
あ
っ
て
個
人
事
業
主
ま
で
拡
大

す
る
方
針
に
転
換
し
た
。
二
〇
年
一
〜
一
二
月
の
い
ず
れ
か
一
ヵ
月
の
売
り
上

げ
が
前
年
よ
り
半
分
以
上
減
っ
た
場
合
に
、
一
〇
〇
万
円
を
上
限
に
前
年
と
の

差
額
分
を
受
給
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

�

深
刻
化
す
る
貧
困

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
は
低
所
得
層
、
非
正
規
労
働
者
（
と
く
に
女

性
）、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
よ
り
厳
し
い
状
態
に
追
い
込
ん
で
い
る
。

二
〇
年
四
月
の
生
活
保
護
申
請
件
数
は
前
年
同
月
比
で
二
四
・
八
％
増
と
な

っ
た
が
、
五
月
〜
八
月
の
申
請
は
前
年
水
準
を
下
回
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
政

府
に
よ
る
「
特
別
定
額
給
付
金
」（
一
人
当
た
り
一
〇
万
円
）
の
支
給
や
、
家

賃
補
助
に
あ
た
る
「
住
居
確
保
給
付
金
」（
原
則
三
ヵ
月
、
最
長
九
ヵ
月
）

特集１ コロナ禍の雇用・暮らしへの影響とその構造的背景、政策課題
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と
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
に
な
る
無
利
子
・
保
証
人
不
要
の
「
特
例
貸

付
」
な
ど
が
あ
る
。
特
例
貸
付
は
緊
急
小
口
資
金
（
最
大
二
〇
万
円
）
お
よ
び

総
合
支
援
資
金
（
最
大
月
額
二
〇
万
円
×
三
ヵ
月
が
原
則
）
の
二
種
類
あ
る
。

住
居
確
保
給
付
金
は
従
来
「
離
職
・
廃
業
か
ら
二
年
以
内
」
の
人
し
か
申
請

で
き
な
か
っ
た
が
、
休
業
な
ど
で
減
収
に
な
っ
た
人
も
対
象
と
な
り
、
自
営
業

者
や
個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
も
申
請
可
能
と
な
っ
た
。
二
〇
年
度
の

支
給
決
定
件
数
は
九
月
ま
で
の
半
年
間
で
一
〇
万
件
を
超
え
た
。
こ
れ
は
、
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
の
一
〇
年
度
年
間
件
数
の
二
・
八
倍
に
当
た
る
。
緊
急
小

口
資
金
お
よ
び
総
合
支
援
資
金
も
、
要
件
緩
和
や
、
厳
し
い
生
活
が
続
い
た
場

合
の
返
済
免
除
の
特
例
が
加
わ
っ
て
利
用
者
が
急
増
し
た
。
両
者
の
累
計
支
給

決
定
件
数
は
一
〇
月
末
時
点
で
約
一
二
七
万
件
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
一
〇
年
度

年
間
件
数
の
約
二
〇
倍
で
あ
る
（『
朝
日
新
聞
』
一
一
月
一
六
日
付
）。

住
居
確
保
給
付
金
は
給
付
期
間
を
当
初
、
最
大
九
ヵ
月
間
と
し
て
い
た
が
、

一
二
月
八
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
追
加
経
済
対
策
で
「
最
大
一
年
間
」
に
延
長

さ
れ
た
。
住
ま
い
の
貧
困
問
題
に
取
り
組
む
「
国
民
の
住
ま
い
を
守
る
全
国
連

絡
会
」
や
「
住
ま
い
の
貧
困
に
取
り
組
む
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
の
要
求
を
反
映
し

た
措
置
で
あ
る
。
た
だ
し
、
一
〇
〜
一
二
ヵ
月
目
の
支
給
に
つ
い
て
は
、
現
行

要
件
の
ほ
か
に
、
資
産
（
五
〇
万
円
を
超
え
な
い
預
貯
金
）
の
有
無
や
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
へ
の
求
職
申
込
み
な
ど
を
新
た
な
要
件
に
追
加
し
た
（『
し
ん
ぶ
ん
赤

旗
』
一
二
月
一
〇
日
付
）。

生
活
保
護
受
給
件
数
は
一
〇
月
以
降
増
加
に
転
じ
た
が
、
生
活
困
窮
者
の
拡

大
の
現
状
に
比
べ
、
き
わ
め
て
少
な
い
。
福
祉
事
務
所
で
は
生
活
保
護
申
請
者

に
対
し
て
、
前
述
の
特
例
貸
付
を
利
用
す
る
よ
う
に
と
の
誘
導
が
行
わ
れ
て
い

る
。生

活
保
護
の
受
給
要
件
を
満
た
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
実
際
に
受
給

し
て
い
る
世
帯
の
割
合
（
捕
捉
率
）
は
き
わ
め
て
低
く
、
二
割
を
下
回
っ
て

（
２１
）

い
る
。
根
強
い
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
や
ス
テ
ィ
グ
マ
（
汚
辱
感
）
の
拡
大
に

加
え
て
、
生
活
保
護
申
請
時
に
親
族
な
ど
に
対
す
る
行
政
機
関
に
よ
る
扶
養
の

可
否
を
問
い
合
わ
せ
る
「
扶
養
照
会
」
が
申
請
を
抑
制
さ
せ
る
要
因
と
な
っ
て

い
る
。
扶
養
照
会
の
撤
廃
を
求
め
る
反
貧
困
運
動
の
諸
団
体
や
野
党
の
要
求
も

あ
っ
て
、
参
議
院
予
算
委
員
会
（
二
一
年
一
月
二
八
日
）
に
お
い
て
厚
生
労
働

大
臣
は
扶
養
照
会
に
は
法
的
義
務
は
な
い
と
答
弁
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
厚
生

労
働
省
は
扶
養
照
会
の
運
用
を
見
直
す
通
知
を
全
国
の
自
治
体
に
発
出
し
た

（
二
一
年
二
月
二
六
日
付
）。

�
ひ
と
り
親
世
帯
、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
の
困
窮

コ
ロ
ナ
禍
が
も
た
ら
し
た
生
活
難
や
貧
困
は
と
り
わ
け
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
に

顕
著
に
現
れ
て
い
る
。「
し
ん
ぐ
る
ま
ざ
あ
ず
・
ふ
ぉ
ー
ら
む
」
が
八
月
か
ら

一
一
月
に
か
け
て
実
施
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
る
シ
ン
グ

ル
マ
ザ
ー
の
就
労
・
生
活
調
査
（
毎
月
パ
ネ
ル
調
査
）」
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
（
一
二
月
四
日
発
表
）
に
よ
（
２２
）

れ
ば
、「
会
社
の
指
示
で
休
業
・
待
機
・
出

勤
制
限
を
し
た
」
人
は
七
月
時
点
の
二
八
・
八
％
（
東
京
）、
二
五
・
七
％

（
東
京
以
外
）
を
ピ
ー
ク
に
二
割
前
後
で
推
移
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
が
拡
大
す
る
二
月
前
に
比
べ
、
就
労
収
入
が
減
少
し
た
人
の
割
合
は
四
〜
五

割
に
達
す
る
。
東
京
で
は
九
月
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ
た
も
の
の
、
一
〇
月
に

は
増
加
に
転
じ
た
。
一
〇
月
の
就
労
収
入
（
平
均
値
、
ゼ
ロ
を
除
く
）
は
「
東

京
」
一
五
万
三
五
九
六
円
、「
東
京
以
外
」
一
四
万
六
七
四
六
円
で
あ
る
。
七

月
の
平
均
金
額
を
東
京
、
東
京
以
外
と
も
に
数
千
円
下
回
っ
て
い
る
。
養
育
費

が
ゼ
ロ
の
割
合
は
東
京
七
四
〜
七
八
％
、
東
京
以
外
六
五
〜
六
八
％
に
の
ぼ

る
。
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こ
う
し
た
収
入
状
況
の
た
め
、
経
済
的
理
由
で
家
族
が
必
要
と
す
る
も
の
を

買
え
な
い
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
具
体
的
品
目
は
「
子
ど
も
の
服
や
靴
」
が
最
も

多
く
、
六
五
〜
七
〇
％
に
な
る
。
ま
た
四
五
〜
五
五
％
の
人
が
食
料
（
肉
や

魚
）
を
、
三
〇
〜
三
五
％
が
米
な
ど
の
主
食
を
挙
げ
て
い
る
。
シ
ン
グ
ル
マ
ザ

ー
の
家
計
の
厳
し
さ
は
危
機
的
で
あ
る
。

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
が
一
一
月
末
に
実
施
し
た
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
ひ
と
り
親
家
庭
へ
の
影
響
に
関
す
る
緊
急
（
２３
）

調
査
」
結
果
に
よ
れ
ば
（
一

二
月
一
〇
日
公
表
）、
二
〇
・
二
％
の
ひ
と
り
親
が
「
月
あ
た
り
収
入
が
感
染

症
の
影
響
で
、
減
少
し
た
ま
ま
戻
っ
て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る
。
ひ
と
り
親

以
外
で
は
一
八
・
五
％
で
あ
る
。
世
帯
の
貯
蓄
金
額
は
ひ
と
り
親
世
帯
で
は

「
貯
蓄
は
一
切
な
い
」
が
最
も
多
く
（
二
三
・
六
％
）、
五
〇
万
円
未
満
（
一

七
・
〇
％
）
を
あ
わ
せ
る
と
四
〇
・
六
％
に
な
る
。
ひ
と
り
親
以
外
で
は
そ
れ

ぞ
れ
一
八
・
〇
％
、
一
〇
・
〇
％
、
計
二
八
・
〇
％
で
、
両
者
の
差
は
明
ら
か

で
あ
る
。

年
末
に
向
け
て
の
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
は
六
〇
・
八
％
の
ひ
と
り
親
が

「
苦
し
い
」
と
回
答
し
て
い
る
（「
大
変
苦
し
い
」
二
七
・
四
％
、「
や
や
苦
し

い
」
三
三
・
四
％
）。
こ
れ
に
対
し
、
既
婚
・
子
あ
り
や
子
な
し
の
ひ
と
り
親

以
外
は
「
苦
し
い
」
と
い
う
回
答
は
計
四
七
・
六
％
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
ひ
と
り
親
世
帯
で
は
そ
れ
以
外
の
世
帯
と
比
べ
、
コ
ロ
ナ
禍
で

の
生
活
は
よ
り
厳
し
く
な
っ
て
い
る
が
、
両
者
の
差
が
そ
れ
ほ
ど
隔
絶
し
た
も

の
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
全
般
に
生
活
は
厳
し
く
な
っ

て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

�
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
す
る
臨
時
特
別
給
付
金

こ
う
し
た
状
況
を
ふ
ま
え
て
、
政
府
は
二
〇
年
度
の
第
二
次
補
正
予
算
で
、

児
童
扶
養
手
当
の
受
給
世
帯
に
五
万
円
、
第
二
子
以
降
は
三
万
円
を
「
ひ
と
り

親
世
帯
臨
時
特
別
給
付
金
」（
基
本
給
付
）
と
し
て
支
給
し
た
。
こ
れ
に
続
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
家
計
が
急
変
し
、
収
入

が
減
少
し
た
ひ
と
り
親
に
対
し
五
万
円
を
追
加
支
給
、
さ
ら
に
年
末
年
始
の
生

活
困
難
へ
の
支
援
措
置
と
し
て
予
備
費
を
活
用
し
て
、
基
本
給
付
と
同
じ
内
容

の
給
付
金
を
再
支
給
し
た
。

�
収
縮
す
る
家
計

総
務
省
「
家
計
調
査
」（
二
〇
年
）
に
よ
れ
ば
、
二
人
以
上
世
帯
の
一
世
帯

当
た
り
の
消
費
支
出
は
月
平
均
二
七
万
七
九
二
六
円
、
実
質
で
前
年
比
五
・
三

％
減
と
な
っ
た
。
比
較
可
能
な
〇
一
年
以
降
で
最
大
の
落
ち
込
み
で
あ
る
。
外

出
自
粛
に
よ
る
外
食
や
旅
行
へ
の
支
出
が
大
幅
に
減
少
し
た
一
方
、
炊
事
用
家

電
製
品
や
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
ソ
フ
ト
、
冷
凍
調
理
食
品
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
「
巣

ご
も
り
需
要
」
で
伸
び
た
品
目
も
あ
る
。
外
食
や
旅
行
産
業
の
収
縮
に
と
も
な

い
、
こ
れ
ら
の
部
門
で
働
く
労
働
者
、
と
く
に
非
正
規
雇
用
へ
の
影
響
は
深
刻

で
、
ゆ
と
り
あ
る
家
計
と
苦
し
い
家
計
の
二
極
化
が
進
む
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て

い
る
（『
毎
日
新
聞
』
二
一
年
二
月
六
日
付
）。

第
二
章

コ
ロ
ナ
禍
で
進
む
働
き
方
の
変
化

安
倍
前
政
権
は
「
働
き
方
改
革
」
の
な
か
に
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
・
兼

業
、
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
（
個
人
事
業
主
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
の
推
進
な

ど
を
盛
り
込
み
、
そ
の
具
体
化
を
図
っ
た
。
こ
れ
ら
三
者
は
密
接
に
関
連
し
て

い
る
。
菅
政
権
と
経
済
界
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
収
束
後
の
社
会
像
と
し
て

特集１ コロナ禍の雇用・暮らしへの影響とその構造的背景、政策課題
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「
デ
ジ
タ
ル
社
会
」
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
一
層
の
推
進
を
め
ざ
し
て
い
る
。

１

テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）

テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
在
宅
勤
務
型
の
他
に
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
勤
務
や
モ
バ

イ
ル
型
労
働
（
営
業
職
の
よ
う
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
活

用
し
て
特
定
の
勤
務
場
所
で
は
な
く
、
顧
客
先
な
ど
を
移
動
し
な
が
ら
就

労
）、
在
宅
ワ
ー
ク
型
な
ど
が
（
２４
）

あ
る
。
前
三
者
は
雇
用
さ
れ
て
い
る
労
働
者
の

就
労
形
態
で
あ
る
が
、
在
宅
ワ
ー
ク
型
は
個
人
事
業
主
が
行
う
形
態
を
指
し
て

い
る
。
以
下
で
取
り
上
げ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
各
調
査
は
、
も
っ
ぱ
ら
在

宅
勤
務
を
指
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
受
け
て
緊
急
事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
る

も
と
で
、
在
宅
勤
務
に
切
り
換
え
る
企
業
が
相
次
い
だ
。
在
宅
勤
務
は
企
業
規

模
、
職
種
、
雇
用
形
態
に
よ
っ
て
実
施
状
況
に
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
ま
た
、

導
入
し
て
い
る
場
合
で
も
、
週
の
全
日
実
施
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
れ
ば
、
週
の
う

ち
日
数
を
限
定
す
る
場
合
な
ど
、
様
々
で
あ
る
。

Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
（
総
合
研
究
開
発
機
構
）
が
大
久
保
敏
弘
慶
應
大
学
経
済
学
部
教

授
と
共
同
で
、
緊
急
事
態
宣
言
発
令
直
前
の
四
月
に
実
施
し
た
テ
レ
ワ
ー
ク
に

関
す
る
調
査
に
よ
（
２５
）

れ
ば
、
コ
ロ
ナ
禍
前
の
一
月
時
点
の
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
率
は

全
国
平
均
六
％
だ
っ
た
が
、
三
月
時
点
で
は
一
〇
％
に
上
昇
し
て
い
る
。
同
時

点
の
利
用
者
の
居
住
地
は
、
東
京
都
が
最
も
多
く
（
二
一
％
）、
こ
れ
に
神
奈

川
（
一
六
％
）、
千
葉
（
一
四
％
）、
埼
玉
（
一
三
％
）
の
首
都
圏
が
続
い
て
い

る
。六

月
に
実
施
し
た
第
二
回
調
査
で
は
、
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ
れ
て
い
た
四

〜
五
月
の
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
者
は
二
五
％
ま
で
上
昇
し
た
が
、
宣
言
解
除
後
の

六
月
時
点
で
は
一
七
％
に
低
下
し
た
。
東
京
圏
（
東
京
・
神
奈
川
・
千
葉
・
埼

玉
）
の
テ
レ
ワ
ー
ク
利
用
率
は
全
国
平
均
と
比
較
し
て
、
い
ず
れ
の
時
点
で
も

四
〜
一
二
ポ
イ
ン
ト
ほ
ど
高
く
、
全
国
と
の
差
は
緊
急
事
態
宣
言
以
降
、
拡
大

し
て
（
２６
）

い
る
。

厚
生
労
働
省
が
三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
サ
ー
チ
＆
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
に
委
託
し
て

七
月
時
点
で
実
施
し
た
「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
労
務
管
理
等
に
関
す
る
実
態
調
査

（
速
報
版
）」（
二
〇
年
一
（
２７
）

一
月
）
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
し
て
い
る
者
は
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
一
九
年
一
二
月
は
わ
ず
か
六
・
七
％
に
す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
二
〇

年
七
月
時
点
で
は
三
二
・
一
％
に
急
増
し
た
（
従
業
員
調
査
）。
企
業
を
対
象

と
し
た
調
査
で
は
全
体
で
は
何
ら
か
の
か
た
ち
で
テ
レ
ワ
ー
ク
を
実
施
し
て
い

る
と
回
答
し
た
企
業
が
三
四
・
〇
％
に
対
し
、「
導
入
・
実
施
し
て
い
な
い
」

企
業
は
六
五
・
三
％
で
あ
る
。

企
業
規
模
に
よ
り
実
施
状
況
の
差
が
大
き
く
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
の
大

企
業
で
は
七
四
・
七
％
が
実
施
し
て
い
（
２８
）

る
が
、
九
九
人
以
下
で
は
一
七
・
六
％

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
導
入
し
て
い
る
企
業
で
も
、

正
社
員
に
占
め
る
テ
レ
ワ
ー
ク
実
施
者
の
割
合
は
比
較
的
少
な
い
。
六
割
近
く

の
企
業
が
二
割
以
下
で
あ
る
（
一
割
以
下
四
五
・
六
％
、
二
割
程
度
一
一
・
九

％
）。テ

レ
ワ
ー
ク
の
実
施
状
況
は
業
種
や
職
種
に
よ
っ
て
も
大
き
な
差
異
が
あ

る
。
情
報
通
信
業
で
は
九
割
の
企
業
で
実
施
し
て
い
る
（「
会
社
の
制
度
と
し

て
認
め
て
い
る
」
五
六
・
三
％
、「
会
社
の
制
度
は
な
い
が
、
実
施
す
る
従
業

員
が
い
る
」
三
四
・
五
％
）
と
回
答
し
て
い
る
の
に
対
し
、
医
療
・
福
祉
で
は

八
六
・
九
％
が
「
導
入
・
実
施
し
て
い
な
い
」
と
答
え
て
い
る
（
以
上
、
企
業

調
査
）。
職
種
別
に
見
る
と
（
従
業
員
調
査
）、
エ
ン
ジ
ニ
ア
、
情
報
処
理
、
弁

護
士
、
会
計
士
、
税
理
士
な
ど
の
専
門
職
・
技
術
職
で
は
六
六
・
八
％
が
テ
レ
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ワ
ー
ク
を
行
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
事
務
職
（
人
事
、
労
務
、
総
務
、
経
理
な

ど
）
や
販
売
職
に
な
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
・
三
％
、
二
五
％
に
低
下
し
、
生

産
現
場
職
（
五
・
七
％
）、
運
輸
・
保
安
職
（
一
三
・
三
％
）
で
は
ご
く
わ
ず

か
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

雇
用
形
態
や
性
別
に
よ
っ
て
も
差
異
が
あ
る
。
連
合
総
研
「
第
三
九
回
勤
労

者
短
観
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
）
緊
急
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
職

場
で
取
り
組
ま
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
挙
げ
た
労
働
者
は
正
社

員
二
三
・
二
％
に
対
し
、
非
正
社
員
は
わ
ず
か
八
・
七
％
で
あ
る
。
男
女
別
で

は
男
性
二
二
・
九
％
に
対
し
、
女
性
は
一
二
・
九
％
で
あ
る
。

労
働
組
合
が
実
施
し
て
い
る
労
働
相
談
で
は
、「
正
社
員
は
テ
レ
ワ
ー
ク
が

認
め
ら
れ
る
が
、
非
正
規
雇
用
（
と
り
わ
け
女
性
）
は
出
社
を
要
求
さ
れ
る
」

と
い
う
訴
え
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
は
コ
ロ
ナ
禍

で
通
信
販
売
の
拡
大
に
よ
っ
て
業
務
量
が
急
増
し
て
い
る
が
、
労
働
者
の
大
半

が
非
正
規
雇
用
で
あ
る
。
換
気
設
備
が
不
十
分
な
部
屋
で
多
人
数
が
従
事
す
る

な
ど
感
染
リ
ス
ク
を
抱
え
た
働
き
方
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

今
後
の
テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
用
方
針
に
つ
い
て
、
先
の
厚
生
労
働
省
委
託
調
査

（
企
業
調
査
）
に
よ
れ
ば
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
時
よ
り
も
テ
レ
ワ
ー

ク
の
利
用
を
拡
大
し
た
い
」
い
う
企
業
は
全
体
で
は
一
四
・
九
％
、「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
流
行
時
と
同
程
度
に
利
用
を
維
持
し
た
い
」（
二
八
・
八
％
）

と
あ
わ
せ
て
も
四
三
・
七
％
で
あ
る
。
企
業
規
模
が
大
き
い
ほ
ど
利
用
に
前
向

き
で
は
あ
る
が
、
一
〇
〇
〇
人
以
上
規
模
の
大
企
業
で
も
前
者
一
七
・
四
％
、

後
者
が
三
七
・
〇
％
、
計
五
四
・
四
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。

企
業
に
と
っ
て
も
テ
レ
ワ
ー
ク
は
メ
リ
ッ
ト
だ
け
で
は
な
い
。
テ
レ
ワ
ー
ク

を
利
用
し
た
場
合
の
生
産
性
に
つ
い
て
、
低
下
し
た
と
の
指
摘
が
あ
る
。
経
済

産
業
研
究
所
が
従
業
員
を
対
象
に
実
施
し
た
調
査
で
は
、
在
宅
勤
務
中
の
生
産

性
は
オ
フ
ィ
ス
勤
務
の
六
一
％
に
と
ど
ま
る
と
い
う
（『
日
経
新
聞
』
一
二
月

七
日
付
）。

現
に
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
沈
静
化
に
と
も
な
っ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
っ

て
い
る
労
働
者
の
割
合
は
低
下
す
る
傾
向
に
あ
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
「
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
仕
事
や
生
活
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
（
個
人
調

査
）」（
第
三
回
調
査
、
一
二
月
一
二
日
〜
一
七
日
に
ウ
ェ
ブ
に
よ
り
実
施
）
に

よ
れ
ば
、
約
三
分
の
二
が
在
宅
勤
務
・
テ
レ
ワ
ー
ク
に
よ
る
仕
事
の
生
産
性
・

効
率
性
は
「
低
下
す
る
」
と
回
答
し
、
在
宅
勤
務
・
テ
レ
ワ
ー
ク
を
三
〜
五
月

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
期
）
に
初
め
て
経
験
し
た
人
の
半
数
超
は

す
で
に
「
行
っ
て
い
な
い
」
か
、
日
数
が
「
減
少
」
し
て
い
る
と
答
え
て
い

る
。�

労
働
者
か
ら
見
た
テ
レ
ワ
ー
ク
の
メ
リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト

前
述
の
厚
生
労
働
省
委
託
調
査
（
従
業
員
調
査
）
に
よ
れ
ば
、
労
働
者
が
感

じ
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
の
メ
リ
ッ
ト
（
複
数
回
答
）
で
最
も
多

い
の
は
「
通
勤
時
間
を
節
約
で
き
る
」（
八
九
・
一
％
）
で
、
こ
れ
に
「
通
勤

に
よ
る
心
身
の
負
担
が
少
な
い
」（
八
二
・
四
％
）、「
隙
間
時
間
な
ど
を
有
効

活
用
で
き
る
」（
六
〇
・
一
％
）、「
急
な
仕
事
の
依
頼
や
余
計
な
会
話
が
減
っ

て
、
担
当
し
て
い
る
業
務
に
集
中
で
き
る
」（
五
五
・
二
％
）
な
ど
が
続
い
て

い
る
。

逆
に
デ
メ
リ
ッ
ト
と
感
じ
て
い
る
項
目
（
複
数
回
答
）
は
「
同
僚
や
部
下
と

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
」（
五
六
・
〇
％
）、「
上
司
と
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
り
に
く
い
」（
五
四
・
四
％
）
な
ど
が
多
く
、「
在
宅

勤
務
で
可
能
な
業
務
が
限
ら
れ
る
」（
四
九
・
一
％
）、「
Ｏ
Ａ
機
器
（
モ
ニ
タ

ー
、
プ
リ
ン
タ
な
ど
）
が
揃
っ
て
い
な
い
」（
三
八
・
六
％
）
に
加
え
て
「
仕
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事
と
仕
事
以
外
の
時
間
の
切
り
分
け
が
難
し
い
」（
三
〇
・
一
％
）、「
家
族
が

い
る
と
き
に
、
仕
事
に
集
中
し
づ
ら
い
」（
二
七
・
六
％
）
な
ど
を
指
摘
す
る

人
が
多
い
。

内
閣
府
の
調
査
（「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
生

活
意
識
・
行
動
の
変
化
に
関
す
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
調
査
」
五
月
二
五
日
〜
六

月
五
日
（
２９
）

実
施
）
で
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
経
験
者
の
ほ
う
が
未
経
験
者
よ
り
も
「
生

活
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
答
え
た
人
が
多
い
が
（
前
者
六
四
・
二

％
、
後
者
三
四
・
四
％
）、
在
宅
勤
務
の
場
合
、
仕
事
と
生
活
の
明
確
な
区
分

は
容
易
で
は
な
い
。
こ
の
た
め
長
時
間
労
働
や
深
夜
労
働
に
な
り
や
す
い
リ
ス

ク
を
抱
え
て
い
る
。
昼
間
の
勤
務
時
間
帯
に
仕
事
に
集
中
で
き
な
い
労
働
者
の

場
合
、
自
発
的
に
夜
間
に
仕
事
を
せ
ざ
る
を
え
な
い
状
態
に
な
る
。
成
果
の
達

成
を
求
め
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
よ
り
そ
の
傾
向
に
拍
車
が
か
か
る
だ
ろ
う
。

こ
の
こ
と
は
健
康
管
理
の
難
し
さ
に
直
結
し
て
い
る
。

�
在
宅
勤
務
に
よ
る
女
性
へ
の
負
担
、
ス
ト
レ
ス
の
増
加

夫
が
在
宅
勤
務
に
な
っ
た
場
合
、
妻
の
家
事
や
育
児
の
負
担
は
む
し
ろ
増
え

て
い
る
。
ま
た
、
在
宅
勤
務
用
の
個
室
が
用
意
で
き
な
い
家
庭
が
多
く
、
生
活

音
を
立
て
な
い
よ
う
に
気
を
遣
う
必
要
が
あ
る
な
ど
妻
や
子
ど
も
に
と
っ
て
ス

ト
レ
ス
と
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
（
在
宅
勤
務
）
で
は
「
仕
事
と
仕
事
以

外
の
時
間
の
切
り
分
け
が
難
し
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、
生
活
の
な

か
に
仕
事
が
割
り
込
ん
で
く
る
こ
と
も
ス
ト
レ
ス
の
要
因
と
な
る
。

ド
イ
ツ
で
は
労
働
組
合
が
、
勤
務
時
間
以
外
で
は
メ
ー
ル
な
ど
の
送
受
信
を

遮
断
す
る
「
つ
な
が
ら
な
い
権
利
」
を
明
確
化
す
る
動
き
が
具
体
化
し
て
い

る
。
ダ
イ
ム
ラ
ー
、
フ
ォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
、
Ｂ
Ｍ
Ｗ
な
ど
大
規
模
事
業
所
で

は
事
業
所
レ
ベ
ル
の
労
使
間
で
「
つ
な
が
ら
な
い
権
利
」
を
協
定
化
す
る
取
り

組
み
が
進
ん
で
（
３０
）

い
る
。

�
日
本
労
働
弁
護
団
の
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る
見
解

日
本
労
働
弁
護
団
は
二
一
年
二
月
、「
労
働
者
の
た
め
の
テ
レ
ワ
ー
ク
実
現

に
向
け
た
意
見
書
」
を
提
案
し
た
。
要
点
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
は
私
生
活
の
場
で
行
わ
れ
る
点
に
注
意
が
必
要
で
、
労
働

者
や
そ
の
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
、
自
宅
に
対
す
る
所
有
権
や
賃
借
権
等
の
保
護

の
観
点
か
ら
明
確
な
個
別
同
意
が
必
要
で
あ
る
。

②

労
働
者
の
感
染
防
止
、
事
業
場
で
の
感
染
拡
大
防
止
、
事
業
の
継
続
性
確
保
は
労
使

双
方
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。
使
用
者
は
、
業
務
の
性
質
が
許
す
限
り
、
テ
レ

ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
環
境
整
備
を
進
め
、
労
働
者
の
希
望
に
応

じ
て
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。

③

テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
の
対
象
者
を
選
定
す
る
場
合
、
差
別
禁
止
等
の
強
行
法
規

に
違
反
し
て
は
な
ら
な
い
。
雇
用
形
態
に
よ
っ
て
相
違
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
え

な
い
。

④

自
宅
を
就
労
場
所
と
す
る
た
め
の
環
境
整
備
（
情
報
通
信
機
器
媒
体
、
通
信
費
、
作

業
に
適
し
た
机
や
椅
子
な
ど
）
に
必
要
な
経
費
は
勤
務
の
実
態
（
勤
務
時
間
等
）
を
ふ

ま
え
て
合
理
的
・
客
観
的
に
計
算
の
う
え
使
用
者
が
負
担
す
る
べ
き
で
あ
る
。

⑤

テ
レ
ワ
ー
ク
に
対
す
る
労
働
時
間
規
制
等
に
つ
い
て

﹇
事
業
場
外
み
な
し
労
働
時
間
制
﹈
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
に
つ
い
て
は
、
私
生
活

と
の
境
界
が
曖
昧
と
な
り
長
時
間
労
働
と
な
り
や
す
く
、
労
働
時
間
規
制
を
緩
和
す
る

こ
と
は
認
め
ら
れ
な
い
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
が
発
展
し
て
い
る
現
代
に
お
い
て
、
い
つ
で
も

会
社
と
連
絡
が
と
れ
る
体
制
に
あ
る
テ
レ
ワ
ー
ク
は
事
業
場
外
み
な
し
労
働
時
間
制
に

な
じ
ま
な
い
。

﹇
使
用
者
に
よ
る
労
働
時
間
の
適
正
把
握
義
務
﹈
テ
レ
ワ
ー
ク
で
は
、
Ｐ
Ｃ
等
の
情
報

通
信
機
器
の
利
用
を
通
し
て
労
働
時
間
管
理
は
容
易
で
あ
り
、
客
観
的
な
方
法
に
よ
る

労
働
時
間
管
理
は
厳
守
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

﹇
長
時
間
労
働
の
抑
止
策
﹈
長
時
間
労
働
、
深
夜
労
働
を
誘
発
し
や
す
い
こ
と
を
考
慮
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し
、
役
職
者
等
か
ら
の
時
間
外
、
休
日
又
は
深
夜
に
お
け
る
メ
ー
ル
送
付
の
抑
制
、
シ

ス
テ
ム
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
行
う
際
の
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
労
働

の
原
則
禁
止
、
長
時
間
労
働
を
行
う
労
働
者
へ
の
注
意
喚
起
な
ど
は
実
施
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
勤
務
間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
制
度
な
ど
も
積
極
的
に
導
入
さ
れ
る
べ
き
で
あ

る
。

⑥

労
働
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
確
保

労
働
者
の
個
別
同
意
な
く
、
労
働
者
の
私
的
空
間
が
撮
影
さ
れ
る
な
ど
の
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
ソ
フ
ト
を
通
信
機
器
に
導
入
す
る
こ
と
は
労
働
者
や
家
族
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
と

の
関
係
で
許
さ
れ
な
い
。

⑦

労
働
安
全
衛
生
の
問
題
に
つ
い
て

使
用
者
は
労
働
安
全
衛
生
の
観
点
か
ら
環
境
整
備
の
責
任
を
負
っ
て
い
る
。
テ
レ
ワ

ー
ク
・
在
宅
勤
務
に
従
事
す
る
労
働
者
に
も
、
定
期
健
康
診
断
、
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク

の
実
施
と
そ
れ
に
基
づ
く
医
師
に
よ
る
面
接
指
導
が
実
施
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

副
業
・
兼
業
、
個
人
事
業
主
化
の
促
進

従
来
、
企
業
は
労
働
者
に
職
務
専
念
義
務
を
求
め
、
副
業
・
兼
業
を
禁
止
し

て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、
安
倍
前
政
権
の
「
働
き
方
改
革
」
の
な
か
で
、
そ
れ
を

転
換
す
る
動
き
が
出
始
め
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
経
済
界
を
あ
げ
て
本
格
的
に

推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

副
業
・
兼
業
推
進
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
一
六
年
三
月
、
政
府
の
経
済
財

政
諮
問
会
議
に
お
い
て
民
間
議
員
が
「
副
業
・
兼
業
」
と
い
う
ア
イ
デ
ア
を
提

起
し
た
の
が
最
初
で
あ
る
。
同
年
九
月
に
日
経
新
聞
が
主
要
大
企
業
経
営
者
一

〇
〇
人
に
対
し
、
働
き
方
改
革
に
つ
い
て
政
府
に
期
待
す
る
事
項
を
尋
ね
た

際
、「
テ
レ
ワ
ー
ク
・
在
宅
勤
務
の
促
進
」
は
選
択
肢
に
挙
が
っ
て
い
た
が
、

「
副
業
・
兼
業
」
は
選
択
肢
に
さ
え
な
か
っ
た
。
そ
の
後
、「
雇
用
に
よ
ら
な
い

働
き
方
」（
個
人
事
業
主
化
）
と
セ
ッ
ト
に
す
る
こ
と
で
、
副
業
・
兼
業
の
推

進
が
前
面
に
出
て
く
る
。
一
八
年
一
月
、
厚
生
労
働
省
は
「
副
業
・
兼
業
の
促

進
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
策
定
す
る
と
と
も
に
、「
モ
デ
ル
就
業
規

則
」
を
改
定
し
た
。
翌
二
月
に
同
省
は
「
自
営
型
テ
レ
ワ
ー
ク
の
適
正
な
実
施

の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
も
策
定
し
て
い
る
。「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き

方
」
を
推
進
す
る
う
え
で
、
副
業
・
兼
業
の
容
認
は
促
進
剤
の
役
割
を
果
た
し

て
い
る
。

�
正
社
員
の
分
割
促
進

こ
う
し
た
政
府
や
経
済
界
の
方
針
の
底
流
に
は
、
労
働
者
を
採
用
時
か
ら
定

年
退
職
ま
で
企
業
内
に
囲
い
こ
み
、
企
業
内
で
労
働
者
の
職
業
能
力
を
養
成

し
、
そ
れ
に
応
じ
て
賃
金
を
上
げ
る
と
い
う
日
本
型
雇
用
の
転
換
を
本
格
化
す

る
と
い
う
雇
用
戦
略
が
あ
る
。
中
小
企
業
で
は
従
来
か
ら
労
働
移
動
は
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
た
。
大
企
業
労
働
者
の
な
か
で
も
こ
う
し
た
日
本
型
雇
用
に
適
合

す
る
労
働
者
の
割
合
は
す
で
に
か
な
り
縮
小
し
て
い
た
が
、
副
業
・
兼
業
の
奨

励
の
背
景
に
は
、
企
業
経
営
の
意
思
決
定
に
か
か
わ
る
中
枢
機
能
を
担
う
ご
く

一
部
の
正
社
員
（
正
社
員
�
）
を
除
い
て
、
そ
れ
以
外
の
正
社
員
（
正
社
員

�
）
は
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
（
職
務
限
定
正
社
員
）
に
切
り
替
え
、
流
動
化
し
や
す

く
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
正
社
員
の
分
割
構
想
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

さ
ら
に
、
労
働
契
約
法
一
八
条
に
よ
っ
て
無
期
雇
用
に
転
換
し
た
従
来
の
非

正
規
労
働
者
は
、「
正
社
員
」
と
呼
ば
れ
て
い
て
も
、
賃
金
体
系
や
ボ
ー
ナ
ス

お
よ
び
退
職
金
の
規
定
が
正
社
員
�
、
�
と
異
な
っ
て
い
る
（
正
社
員
�
）。

コ
ロ
ナ
禍
は
こ
の
よ
う
な
正
社
員
の
三
分
割
構
想
を
進
め
る
契
機
と
な
っ
て

い
る
。
感
染
症
対
策
の
た
め
人
々
の
移
動
抑
制
に
よ
っ
て
業
務
の
縮
小
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
運
輸
、
旅
行
、
宿
泊
、
飲
食
サ
ー
ビ
ス
、
製
造
業
の
一
部
な
ど
で

企
業
は
自
社
で
の
就
業
時
間
を
削
減
し
、
そ
の
分
だ
け
賃
金
を
減
ら
す
。
そ
の
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代
わ
り
労
働
者
に
対
し
副
業
を
奨
励
す
る
ケ
ー
ス
が
相
次
い
で
い
る
。
以
下
は

Ａ
Ｎ
Ａ
の
事
例
で
あ
る
。

「
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）
は
従
業
員
の
副
業
範
囲
を
広
げ
、
勤
務
時
間
以
外
に
ほ
か
の

会
社
と
も
雇
用
契
約
を
結
べ
る
よ
う
に
す
る
方
針
を
固
め
た
。
パ
イ
ロ
ッ
ト
や
客
室
乗
務

員
を
含
む
全
従
業
員
一
万
五
〇
〇
〇
人
を
対
象
と
す
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延

に
よ
る
業
績
悪
化
を
う
け
、
一
般
社
員
の
年
収
は
三
割
減
る
見
通
し
。
副
業
制
度
を
見
直

し
、
従
業
員
が
Ａ
Ｎ
Ａ
以
外
か
ら
も
収
入
を
得
や
す
く
す
る
」（『
日
経
新
聞
』（
電
子
版
、

一
〇
月
一
〇
日
付
）。

�
副
業
・
兼
業
の
奨
励
と
個
人
事
業
主
化

厚
生
労
働
省
は
一
八
年
一
月
に
定
め
た
「
副
業
・
兼
業
の
促
進
に
関
す
る
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
二
〇
年
九
月
に
改
定
し
た
。
当
然
、
副
業
・
兼
業
に
従
事
す

る
労
働
者
も
労
働
基
準
法
上
の
労
働
時
間
規
制
が
及
ぶ
。
同
法
第
三
八
条
一
項

は
「
労
働
時
間
は
、
事
業
場
を
異
に
す
る
場
合
に
お
い
て
も
、
労
働
時
間
に
関

す
る
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
通
算
す
る
」
と
し
て
お
り
、
副
業
・
兼
業
の
場

合
の
労
働
時
間
管
理
の
具
体
化
が
懸
案
で
あ
っ
た
。

改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、
使
用
者
は
副
業
・
兼
業
に
従
事
す
る
労
働
者

（
以
下
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
労
働
者
と
略
称
）
の
労
働
時
間
管
理
は
労
働
者
か
ら

の
自
己
申
告
に
よ
っ
て
行
う
。
法
定
労
働
時
間
を
超
え
て
働
か
せ
た
使
用
者
に

割
増
賃
金
を
支
払
う
義
務
が
生
ず
る
。
紙
数
の
都
合
上
、
詳
細
は
省
く
が
、
労

働
者
の
自
己
申
告
を
基
礎
と
し
て
い
る
以
上
、
過
少
申
告
と
な
る
恐
れ
が
多
分

に
あ
る
。
ま
た
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
労
働
者
の
安
全
配
慮
義
務
は
本
業
・
副
業
双

方
の
使
用
者
が
負
っ
て
い
る
が
、
実
際
に
過
労
死
な
ど
が
生
じ
た
場
合
、
安
全

配
慮
義
務
違
反
の
責
任
を
双
方
の
使
用
者
が
ど
の
よ
う
に
負
う
の
か
な
ど
の
課

題
は
残
さ
れ
て
い
る
。

改
定
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
労
働
者
が
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
と
し
て

副
業
・
兼
業
す
る
場
合
、
労
働
時
間
は
通
算
さ
れ
な
い
と
明
記
し
て
い
る
。
使

用
者
（
企
業
）
は
労
働
時
間
管
理
の
煩
雑
さ
を
免
れ
る
た
め
、
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク

労
働
者
に
対
し
個
人
事
業
主
形
態
で
副
業
・
兼
業
す
る
よ
う
に
誘
導
す
る
可
能

性
が
あ
る
。

前
述
の
と
お
り
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
促
進
す
る
た
め
、
経
済
界
は
労
働
時
間
規

制
の
緩
和
を
求
め
て
い
る
が
、
副
業
・
兼
業
の
拡
大
に
あ
た
っ
て
も
同
様
の
事

態
が
生
じ
て
い
る
。
企
業
に
と
っ
て
こ
れ
ら
を
一
挙
に
解
決
す
る
方
法
が
個
人

事
業
主
へ
の
転
換
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
を
機
に
高
ま
っ
て
い
る
テ
レ
ワ
ー
ク
お

よ
び
副
業
・
兼
業
の
広
が
り
は
個
人
事
業
主
化
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。一

六
年
八
月
、
厚
生
労
働
省
内
に
設
け
た
懇
談
会
の
報
告
書
（「
働
き
方
の

未
来
二
〇
三
五
」）
は
十
数
年
先
を
見
通
し
て
、
Ａ
Ｉ
化
の
進
展
を
背
景
に
企

業
組
織
は
変
容
し
、「
個
人
事
業
主
と
従
業
員
と
の
境
が
ま
す
ま
す
曖
昧
に
な

っ
て
い
く
。
組
織
に
所
属
す
る
こ
と
の
意
味
が
今
と
は
変
わ
り
、
複
数
の
組
織

に
多
層
的
に
所
属
す
る
こ
と
も
出
て
く
る
」
と
予
測
し
て
い
る
。
従
業
員
は
一

つ
の
会
社
に
所
属
す
る
こ
と
は
な
く
な
り
、「
兼
業
や
副
業
、
あ
る
い
は
複
業

は
当
た
り
前
の
こ
と
と
な
る
」
と
も
い
う
。
こ
の
報
告
書
に
は
「
労
働
者
」
と

い
う
言
葉
は
見
当
た
ら
な
い
。
個
人
事
業
主
と
従
業
員
の
境
界
が
あ
い
ま
い
な

世
界
で
は
雇
用
関
係
は
消
え
去
り
、
正
規
雇
用
も
非
正
規
雇
用
の
区
分
も
な
く

な
る
。
も
ち
ろ
ん
労
使
関
係
も
し
か
り
で
あ
る
。

テ
レ
ワ
ー
ク
、
副
業
・
兼
業
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
化
を
促
進
す
る
政
府
、
経
済

界
の
動
き
を
見
る
と
、
こ
の
報
告
書
が
描
く
労
働
の
未
来
図
は
二
〇
三
五
年
を

待
た
ず
し
て
現
実
の
も
の
と
な
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
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第
三
章

労
働
市
場
の
変
化
の
背
景
と
要
因

こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
し
た
よ
う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
は
日
本
の
雇
用
と
労
働
、

人
々
の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、
と
り
わ
け
低
所
得
層
、
非
正
規
労

働
者
（
と
く
に
女
性
）
に
多
大
な
苦
難
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
本
章
で
は
こ
れ

ら
の
変
化
を
引
き
起
こ
し
た
背
景
と
要
因
に
つ
い
て
、
①
労
働
市
場
の
規
制
緩

和
政
策
、
②
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
（
個
人
事
業
主
）
へ
の
誘
導
、
③
最
低

生
活
保
障
制
度
の
欠
如
、
の
三
点
に
沿
っ
て
考
察
す
る
。

１

構
造
改
革
、
規
制
緩
和
政
策

�

相
次
ぐ
労
働
法
制
の
規
制
緩
和

コ
ロ
ナ
禍
の
労
働
市
場
の
変
化
、
と
く
に
非
正
規
雇
用
の
急
減
を
も
た
ら
し

た
背
景
に
は
、
九
〇
年
代
以
降
に
推
進
さ
れ
た
企
業
の
雇
用
の
弾
力
化
戦
略

と
、
そ
れ
を
支
え
た
政
府
の
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
政
策
に
よ
っ
て
正
規
雇
用

が
削
減
さ
れ
、
か
わ
っ
て
非
正
規
雇
用
が
肥
大
化
し
た
こ
と
が
あ
る
。
今
世
紀

初
頭
の
小
泉
政
権
（
〇
一
年
〜
〇
六
年
）
の
構
造
改
革
政
策
は
こ
の
流
れ
を
さ

ら
に
加
速
さ
せ
た
。

民
主
党
政
権
下
（
〇
九
年
〜
一
二
年
）
で
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
に
一
時
歯

止
め
が
か
か
っ
た
が
、
一
二
年
に
政
権
に
復
帰
し
た
安
倍
首
相
（
一
二
年
〜
二

〇
年
）
は
雇
用
保
護
制
度
を
「
岩
盤
規
制
」
と
称
し
て
、「
自
ら
ド
リ
ル
の
刃

と
な
っ
て
、
こ
の
岩
盤
規
制
に
穴
を
あ
け
突
破
す
る
」
と
宣
言
し
、
労
働
者
派

遣
法
改
正
（
一
五
年
）
お
よ
び
ホ
ワ
イ
ト
カ
ラ
ー
・
エ
グ
ゼ
ン
プ
シ
ョ
ン
の
導

入
（
高
度
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
制
度
）
を
含
む
働
き
方
改
革
関
連
法
（
一
八

年
）
な
ど
、
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
を
さ
ら
に
進
め
た
。
以
下
、
具
体
的
に
見

よ
う
。

日
本
で
は
八
五
年
の
労
働
者
派
遣
法
制
定
に
よ
っ
て
そ
れ
ま
で
禁
止
さ
れ
て

い
た
労
働
者
派
遣
制
度
、
つ
ま
り
企
業
が
労
働
者
を
レ
ン
タ
ル
し
て
使
う
こ
と

が
合
法
化
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
九
六
年
の
派
遣
法
改
正
で
派
遣
労
働
の
許
可
業

務
が
一
六
業
務
か
ら
二
六
業
務
に
拡
大
さ
れ
、
九
九
年
に
は
港
湾
運
送
、
建

設
、
医
療
、
製
造
業
務
な
ど
を
除
い
て
原
則
自
由
化
さ
れ
た
。

�
失
業
時
の
生
活
保
障
の
縮
小
、
非
正
規
雇
用
へ
の
誘
導

小
泉
政
権
は
労
働
分
野
の
規
制
緩
和
を
と
く
に
重
視
し
、
従
来
の
日
本
的
長

期
雇
用
慣
行
か
ら
の
転
換
や
雇
用
の
流
動
化
を
強
く
打
ち
出
し
た
。
労
働
市
場

の
構
造
改
革
を
具
体
化
す
る
措
置
が
、
〇
三
年
に
実
施
さ
れ
た
雇
用
保
険
法
・

労
働
者
派
遣
法
・
職
業
安
定
法
（
民
営
職
業
紹
介
事
業
の
規
制
緩
和
）・
労
働

基
準
法
（
有
期
労
働
契
約
の
上
限
を
三
年
に
延
長
）
を
セ
ッ
ト
に
し
た
法
改
正

に
現
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
一
連
の
法
改
正
を
方
向
づ
け
た
も
の
と
し
て
、

厚
生
労
働
省
が
設
け
た
雇
用
政
策
研
究
会
（
小
野
旭
座
長
）
の
報
告
「
雇
用
政

策
の
課
題
と
当
面
の
展
開
」（
〇
二
年
七
月
）
が
あ
る
。
こ
の
な
か
で
「『
多
様

選
択
可
能
型
社
会
』
の
実
現
」
を
掲
げ
て
、
非
正
規
雇
用
へ
の
誘
導
（
労
働
契

約
期
間
の
上
限
見
直
し
、
労
働
者
派
遣
事
業
の
規
制
改
革
、
若
年
者
へ
の
紹
介

予
定
派
遣
の
活
用
な
ど
）
と
と
も
に
、
雇
用
保
険
の
失
業
給
付
の
「
最
大
限
合

理
化
」
を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
、
雇
用
保
険
三
事
業
に
関
し
て
、「
雇
用
維
持

支
援
か
ら
円
滑
な
労
働
移
動
の
支
援
や
能
力
開
発
の
支
援
へ
の
重
点
化
」
を
提

起
し
た
。
失
業
時
保
障
の
削
減
と
労
働
移
動
の
促
進
を
セ
ッ
ト
に
し
、
非
正
規

特集１ コロナ禍の雇用・暮らしへの影響とその構造的背景、政策課題
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第５図 正規雇用、非正規雇用の長期推移（２００２年～２０年、男女計）

〔出所〕「労働力調査（詳細集計）」長期時系列表１０－１より作成。
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雇
用
の
活
用
に
よ
る
失
業
防
止
と
い
う
政
策
提
起
は
新
自
由
主
義
的
雇
用
・
失

業
政
策
の
典
型
と
言
え
る
。

〇
三
年
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
は
そ
れ
ま
で
禁
止
し
て
い
た
製
造
工
程
の
業

務
へ
の
労
働
者
派
遣
を
解
禁
し
た
点
で
、
派
遣
制
度
の
画
期
と
言
え
る
。
そ
れ

ま
で
の
派
遣
労
働
は
主
に
事
務
職
が
中
心
で
、
女
性
が
大
半
を
占
め
て
い
た

が
、
こ
の
法
改
正
に
よ
っ
て
製
造
工
程
で
働
く
男
性
の
派
遣
労
働
者
が
急
増
し

た
。
ま
た
、
派
遣
業
者
が
労
働
者
を
一
日
単
位
で
雇
い
、
派
遣
先
に
派
遣
す
る

日
雇
い
派
遣
が
広
が
っ
た
。
こ
れ
に
よ
っ
て
企
業
は
必
要
な
時
に
、
必
要
な
人

数
の
労
働
者
を
動
員
し
、
不
要
と
な
れ
ば
手
放
す
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
労
働

者
調
達
の
仕
組
み
を
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。

民
主
党
政
権
下
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
（
一
二
年
）
に
よ
っ
て
日
雇
い
派
遣

は
原
則
禁
止
と
な
っ
た
が
、
実
際
は
「
日
々
職
業
紹
介
」
な
ど
の
か
た
ち
を
と

っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
安
倍
政
権
下
の
労
働
者
派
遣
法
改
正
（
一
五
年
）
で
、

派
遣
先
企
業
は
三
年
ご
と
に
労
働
者
を
交
代
さ
せ
れ
ば
派
遣
労
働
の
シ
ス
テ
ム

を
期
間
制
限
な
し
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
法
案
審
議
の
国
会
で
安
倍

首
相
は
こ
の
派
遣
法
改
正
に
よ
っ
て
派
遣
労
働
者
の
正
社
員
化
が
進
む
と
答
弁

し
た
が
、
実
際
に
正
社
員
に
転
換
し
た
人
の
割
合
は
派
遣
法
改
正
前
後
で
ほ
と

ん
ど
変
化
し
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
、「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」（
各
年
、

第
Ⅰ
―
７
表
）
に
よ
れ
ば
、
前
月
派
遣
社
員
と
し
て
働
い
て
い
た
人
で
今
月
に

正
規
雇
用
に
転
換
し
た
割
合
は
、
一
四
年
か
ら
二
〇
年
ま
で
三
％
台
で
あ
る
。

�

非
正
規
雇
用
の
肥
大
化
、
均
等
待
遇
原
則
の
欠
如

〇
二
年
か
ら
コ
ロ
ナ
禍
直
前
の
一
九
年
ま
で
の
一
八
年
間
に
「
役
員
を
除
く

雇
用
者
」（
労
働
者
）
は
四
九
四
〇
万
人
か
ら
五
六
六
〇
万
人
に
七
二
〇
万
人

増
加
し
た
。
こ
の
う
ち
正
規
雇
用
は
三
四
八
九
万
人
か
ら
一
四
年
に
は
三
二
八

八
万
人
ま
で
二
〇
〇
万
人
減
少
し
た
が
、
そ
の
後
、
若
年
人
口
減
少
に
よ
る
人

手
不
足
へ
の
対
応
も
あ
っ
て
正
規
雇
用
は
増
加
に
転
じ
、
一
九
年
に
は
三
四
九

四
万
人
に
回
復
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
見
舞
わ
れ
た
二
〇
年
で
も
増
加
傾
向
が
続

き
、
三
五
二
九
万
人
に
達
し
た
（
本
文
第
５
図
）。

他
方
、
非
正
規
雇
用
は
〇
二
年
（
一
四
五
一
万
人
）
か
ら
一
九
年
（
二
一
六

五
万
人
）
に
か
け
て
一
貫
し
て
増
加
を
続
け
た
。
実
に
七
一
四
万
人
の
増
加
で

あ
る
。「
役
員
を
除
く
雇
用
者
」
に
占
め
る
非
正
規
雇
用
の
比
率
は
三
八
・
三

％
（
男
性
二
二
・
八
％
、
女
性
五
六
・
〇
％
）
に
達
し
た
。
だ
が
、
二
〇
年
は

コ
ロ
ナ
禍
の
直
撃
を
受
け
て
正
規
雇
用
と
対
照
的
に
大
幅
に
減
少
し
（
本
文
第

５
図
）、
非
正
規
雇
用
比
率
も
三
七
・
二
％
（
男
性
二
二
・
二
％
、
女
性
五

四
・
四
％
）
に
低
下
し
た
。

正
規
雇
用
は
一
四
年
を
底
に
増
加
基
調
に
転
換
し
た
が
、
そ
の
中
身
が
変
化

し
つ
つ
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
年
功
賃
金
や
定
年
ま
で
の
雇
用
が
一
応
保
障
さ
れ

た
日
本
型
雇
用
で
は
な
い
タ
イ
プ
の
「
正
社
員
」
が
サ
ー
ビ
ス
産
業
な
ど
で
広

が
り
つ
つ
あ
る
。
第
二
章
の
２
で
述
べ
た
よ
う
に
、
正
社
員
は
企
業
の
中
枢
機

能
を
担
う
従
来
型
（
正
社
員
�
）
と
、
職
務
が
限
定
さ
れ
、
年
功
的
賃
金
カ
ー

ブ
か
ら
外
れ
た
正
規
雇
用
（
正
社
（
３１
）

員
�
）、
定
期
昇
給
な
し
、
ボ
ー
ナ
ス
も
わ

ず
か
と
い
う
名
ば
か
り
正
規
雇
用
（
正
社
員
�
）
に
分
岐
し
つ
つ
あ
る
。
今

後
、
正
社
員
�
の
割
合
は
次
第
に
小
さ
く
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

非
正
規
雇
用
は
労
働
者
全
体
の
約
四
割
に
上
昇
し
、
正
規
雇
用
の
中
身
も
変

容
し
つ
つ
あ
る
と
は
い
え
、
正
規
雇
用
（
上
記
、
正
社
員
�
・
�
）
と
非
正
規

雇
用
の
間
に
見
ら
れ
る
雇
用
の
安
定
や
労
働
条
件
の
格
差
は
依
然
と
し
て
大
き

い
。
Ｅ
Ｕ
は
雇
用
形
態
の
違
い
に
よ
る
労
働
条
件
の
格
差
を
規
制
し
、
均
等
待

遇
を
保
障
す
る
法
制
度
を
設
け
て
（
パ
ー
ト
や
派
遣
労
働
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ

（
３２
）

指
令
）、
加
盟
国
に
遵
守
を
求
め
て
い
る
が
、
日
本
で
は
こ
う
し
た
均
等
待
遇
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措
置
を
欠
い
た
ま
ま
非
正
規
雇
用
を
拡
大
し
て
き
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
非

正
規
雇
用
に
対
す
る
休
業
補
償
の
欠
如
が
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ

は
そ
の
象
徴
で
あ
る
。

２

個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
へ
の
誘
導

第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
）
も
非
正
規
雇
用

と
並
ん
で
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
を
大
き
く
受
け
て
い
る
。

個
人
事
業
主
に
代
表
さ
れ
る
「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
の
拡
大
に
と
り

わ
け
熱
心
な
の
は
経
済
産
業
省
で
あ
っ
た
。
同
省
は
一
六
年
一
一
月
に
「『
雇

用
関
係
に
よ
ら
な
い
働
き
方
』
に
関
す
る
研
究
会
」
を
発
足
さ
せ
、
一
七
年
三

月
に
研
究
会
報
告
書
を
公
表
、
こ
の
な
か
で
初
め
て
「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き

方
」
を
提
起
し
た
。
こ
の
直
後
に
出
さ
れ
た
政
府
の
「
働
き
方
改
革
実
行
計

画
」
は
「
非
雇
用
型
テ
レ
ワ
ー
ク
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
刷
新
と
働
き
手
へ
の
支

援
」
を
掲
げ
た
。
こ
の
実
行
計
画
を
受
け
て
厚
生
労
働
省
は
「
柔
軟
な
働
き
方

に
関
す
る
検
討
会
」
お
よ
び
「
雇
用
類
似
の
働
き
方
に
関
す
る
検
討
会
」
発
足

さ
せ
（
一
七
年
一
〇
月
）、
雇
用
に
よ
ら
な
い
「
自
営
型
テ
レ
ワ
ー
ク
の
適
正

な
実
施
の
た
め
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
一
八
年
二
月
）
な
ど
を
公
表
し
た
。

一
八
年
六
月
に
成
立
し
た
働
き
方
改
革
関
連
法
は
、
国
が
講
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
施
策
と
し
て
「
多
様
な
就
業
形
態
の
普
及
」
を
挙
げ
た
が
、
こ
の
な
か

に
は
「
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
・
兼
業
」
と
な
ら
ん
で
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
（
個
人
事

業
主
）
が
含
ま
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
安
倍
政
権
は
「
全
世
代
型
社
会
保
障
改
革
」
の
な
か
に
「
労
働
」

の
改
革
を
取
り
込
み
、「
雇
用
に
よ
ら
な
い
働
き
方
」
を
さ
ら
に
推
進
す
る
ス

テ
ッ
プ
と
し
た
。「
全
世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
」
の
中
間
報
告
（
一
九
年

一
二
月
）
と
同
じ
日
に
公
表
さ
れ
た
未
来
投
資
会
議
「
新
た
な
成
長
戦
略
実
行

計
画
策
定
に
関
す
る
中
間
報
告
」
は
、「
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
な
ど
、
雇
用
に
よ
ら

な
い
働
き
方
」
を
「
組
織
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
固
定
さ
れ
て
い
る
人
の
解

放
」
と
称
し
て
、「
高
齢
者
の
就
業
機
会
の
拡
大
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ

れ
る
」
と
し
て
い
る
。

二
〇
年
三
月
に
成
立
し
た
改
正
高
年
齢
者
雇
用
安
定
法
は
七
〇
歳
ま
で
の
就

業
機
会
確
保
を
企
業
の
努
力
義
務
と
し
た
が
、
そ
の
選
択
肢
の
中
に
雇
用
関
係

の
な
い
働
き
方
を
含
め
た
。

「
テ
レ
ワ
ー
ク
や
副
業
・
兼
業
、
雇
用
類
似
の
働
き
方
な
ど
、
時
間
・
空

間
・
企
業
に
縛
ら
れ
な
い
働
き
方
」（
一
七
年
七
月
発
足
の
労
働
政
策
審
議
会

基
本
部
会
審
議
事
項
）
は
安
倍
政
権
の
「
働
き
方
改
革
」
で
全
面
的
に
打
ち
出

さ
れ
て
い
た
基
本
政
策
で
あ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
で
菅
政
権
や
経
済
界

は
こ
れ
を
さ
ら
に
推
進
す
る
方
針
で
あ
る
。

３

最
低
生
活
保
障
制
度
の
欠
如

�

最
低
賃
金
制
度
の
機
能
不
全

第
二
章
で
見
た
よ
う
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
は
低
所
得
層
、
非
正

規
労
働
者
（
特
に
女
性
）、
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
を
よ
り
厳
し
い
状
態
に
追
い
や

っ
て
い
る
。
女
性
や
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
の
現
行
の
賃
金
水
準
は
、
他
に
主
た
る

家
計
支
持
者
（
夫
や
親
な
ど
）
が
存
在
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
家
計
補
助
的

水
準
で
あ
る
。
だ
が
、
今
日
で
は
男
性
賃
金
の
低
下
も
あ
い
ま
っ
て
、
こ
う
し

た
前
提
条
件
に
当
て
は
ま
ら
な
い
女
性
や
若
者
が
増
え
て
い
る
。

女
性
の
非
正
規
雇
用
の
多
数
派
は
今
も
三
〇
代
後
半
か
ら
五
〇
代
の
中
年
層
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だ
が
、
こ
の
な
か
に
は
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
や
単
身
女
性
も
含
ま
れ
て
お
り
、
非

正
規
雇
用
女
性
に
占
め
る
割
合
は
三
割
を
超
え
て
い
る
。
さ
ら
に
六
五
歳
以
上

の
高
齢
の
単
身
女
性
も
四
〇
万
人
近
く
が
非
正
規
で
働
い
て
い
る
（「
就
業
構

造
基
本
調
査
」
一
七
年
）。
非
正
規
労
働
者
の
賃
金
は
子
ど
も
を
か
か
え
て
い

る
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
単
身
者
で
あ
っ
て
も
そ
の
最
低
限
の
生
活
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
な
水
準
に
あ
る
。

日
本
で
は
い
ま
だ
に
単
身
の
労
働
者
が
八
時
間
働
け
ば
自
分
の
生
活
を
維
持

で
き
る
だ
け
の
賃
金
水
準
を
保
障
す
る
体
制
が
実
現
し
て
い
な
い
。
女
性
非
正

規
雇
用
の
時
間
当
た
り
賃
金
は
、
地
域
別
最
低
賃
金
額
の
近
傍
に
緊
縛
さ
れ
て

い
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
非
正
規
雇
用
の
賃
金
水
準
の
決
定
に
深
く
か
か
わ
る

地
域
別
最
低
賃
金
額
に
つ
い
て
、
最
低
生
計
費
を
保
障
す
る
水
準
に
ま
で
引
き

上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

中
澤
秀
一
静
岡
県
立
大
学
短
期
大
学
部
准
教
授
ら
は
全
労
連
の
地
方
組
織
の

協
力
を
得
て
、
労
働
者
が
「
ふ
つ
う
の
生
活
」
を
営
む
た
め
に
必
要
な
最
低
生

計
費
を
「
生
活
実
態
調
査
」、「
持
ち
物
財
調
査
」、「
価
格
調
査
」
を
実
施
し
て

算
出
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
ひ
と
り
暮
ら
し
を
し
て
い
る
若
者
の
最
低

生
計
費
は
、
税
・
社
会
保
険
料
込
み
で
約
二
二
万
〜
二
四
万
円
（
月
額
）
で
、

全
国
ど
こ
で
も
大
き
な
差
が
な
か
っ
た
。
こ
れ
を
月
間
労
働
時
間
（
一
五
〇
時

間
）
で
割
る
と
、
時
間
額
に
し
て
一
五
〇
〇
円
前
後
に
（
３３
）

な
る
。
こ
の
水
準
に
ま

で
最
低
賃
金
額
を
引
き
上
げ
て
こ
そ
、
最
低
賃
金
制
本
来
の
機
能
を
果
た
す
こ

と
が
で
き
る
。
子
育
て
や
教
育
、
医
療
に
必
要
な
費
用
は
、
所
得
要
件
な
し
に

公
的
社
会
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
子
ど
も
手
当
に
よ
っ
て
ま
か
な
う
べ
き
で
あ

る
。
高
所
得
層
に
対
し
て
は
所
得
税
の
累
進
課
税
の
強
化
に
よ
っ
て
対
応
す
れ

ば
よ
い
。

だ
が
、
現
実
の
最
低
賃
金
額
は
一
五
〇
〇
円
に
は
る
か
に
及
ば
な
い
。
二
〇

年
の
最
賃
額
を
見
れ
ば
、
最
も
高
い
東
京
で
一
〇
一
三
円
、
最
も
低
い
秋
田
、

佐
賀
、
高
知
、
沖
縄
な
ど
で
七
九
二
円
で
あ
る
。
そ
の
差
は
実
に
二
二
一
円
に

な
る
。
こ
れ
で
は
地
方
か
ら
の
労
働
力
流
出
は
防
ぎ
よ
う
が
な
い
。
前
述
の
と

お
り
、「
ふ
つ
う
の
生
活
」
の
た
め
に
必
要
な
最
低
生
計
費
は
全
国
ど
こ
で
も

大
き
な
差
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

最
低
賃
金
水
準
の
近
傍
で
働
く
非
正
規
労
働
者
は
、
住
宅
扶
助
、
教
育
扶

助
、
医
療
扶
助
な
ど
が
な
い
た
め
、
生
活
保
護
受
給
者
よ
り
も
厳
し
い
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
生
活
保
護
バ
ッ
シ
ン
グ
が
繰
り
返
さ
れ
る
背
景
に

は
、
最
低
賃
金
制
が
本
来
の
機
能
を
果
た
し
て
お
ら
ず
、
事
実
上
生
活
保
護
水

準
を
下
回
る
こ
と
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
る
。

二
〇
年
の
地
域
別
最
低
賃
金
の
改
定
に
際
し
て
、
コ
ロ
ナ
禍
を
理
由
に
「
最

低
賃
金
引
上
げ
よ
り
も
雇
用
維
持
を
」
と
い
う
政
府
と
経
済
界
の
主
張
が
前
面

に
出
て
、
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
（
目
安
に
関
す
る
小
委
員
会
）
で
最
賃
額
改

定
の
目
安
額
は
提
示
さ
れ
な
か
っ
た
。
中
央
最
低
賃
金
審
議
会
の
答
申
を
ふ
ま

え
、
地
方
最
低
賃
金
審
議
会
は
改
定
額
を
審
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
労
働
側
委

員
の
強
い
要
求
を
反
映
し
、
多
く
の
県
で
一
〜
三
円
の
引
き
上
げ
を
実
現
し

た
。�

生
活
保
護
制
度
の
問
題
点

第
二
章
で
指
摘
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と
、
日
本
社
会
の
深
部
で
食
費
に

事
欠
く
人
々
が
増
え
て
い
る
。
反
貧
困
団
体
や
労
働
組
合
は
各
地
で
困
窮
者
に

対
す
る
生
活
相
談
や
緊
急
支
援
活
動
に
取
り
組
み
、
こ
う
し
た
現
実
を
明
る
み

に
出
し
た
。

政
府
も
こ
の
現
状
を
前
に
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る
。
各
運
動
団
体
や
野
党
の

要
求
も
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
は
一
二
月
二
二
日
に
生
活
保
護
に
関
す
る
ホ
ー
ム
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ペ
ー
ジ
を
改
定
し
、「
生
活
保
護
の
申
請
は
国
民
の
権
利
で
す
。
生
活
保
護
を

必
要
と
す
る
可
能
性
は
ど
な
た
に
も
あ
る
も
の
で
す
の
で
、
た
め
ら
わ
ず
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
」
と
呼
び
か
け
て
い
る
。

生
活
保
護
受
給
資
格
の
あ
る
世
帯
に
占
め
る
受
給
世
帯
の
割
合
（
捕
捉
率
）

は
二
割
に
届
か
な
い
こ
と
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
現
行
の
生
活
保
護
制
度
は

日
本
国
憲
法
二
五
条
の
生
存
権
保
障
の
役
割
を
果
た
し
て
い
な
い
。
し
か
し
、

厚
生
労
働
省
は
そ
の
改
善
を
図
る
ど
こ
ろ
か
、
逆
に
一
三
〜
一
五
年
に
恣
意
的

な
計
算
式
を
導
入
し
て
生
活
保
護
基
準
額
を
大
幅
に
切
り
下
げ
た
。
こ
の
措
置

の
適
否
を
め
ぐ
っ
て
全
国
の
裁
判
所
で
争
わ
れ
て
（
３４
）

い
る
。

本
章
で
は
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
少
な
く
な
い
人
々
の
雇
用
と
暮
ら
し
が
脅
か

さ
れ
て
い
る
社
会
的
背
景
と
要
因
に
つ
い
て
概
観
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

は
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
を
と
も
な
い
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
も
拡
大
と
沈
静
化
を
繰

り
返
す
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
雇
用
と
暮
ら
し
の
危
機

に
対
応
す
る
に
は
、
こ
こ
で
取
り
上
げ
た
よ
う
に
、
労
働
法
制
の
規
制
緩
和
政

策
の
転
換
、
均
等
待
遇
原
則
の
具
体
化
、
最
低
生
活
保
障
制
度
の
確
立
を
図
る

こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章

雇
用
・
失
業
・
貧
困
対
策
の
課
題
、

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の
構
想

１

企
業
に
よ
る
雇
用
維
持
支
援
か
、
雇
用
流
動
化
促
進
か

�

雇
用
調
整
助
成
金
制
度
の
拡
充

一
二
年
末
に
発
足
し
た
第
二
次
安
倍
政
権
が
当
初
掲
げ
た
「
雇
用
制
度
改

革
」
は
長
期
雇
用
を
前
提
と
し
た
日
本
型
雇
用
を
転
換
し
、
労
働
移
動
の
促
進

を
基
調
と
し
て
い
た
。
不
況
期
に
企
業
に
よ
る
雇
用
維
持
を
支
援
す
る
雇
用
調

整
助
成
金
（
以
下
、
雇
調
金
）
を
縮
減
し
、
労
働
者
の
移
動
を
促
進
す
る
政
策

に
転
換
し
た
。
内
閣
府
「
日
本
再
興
戦
略
」（
一
三
年
）
は
、「
行
き
過
ぎ
た
雇

用
維
持
型
か
ら
労
働
移
動
支
援
型
へ
の
政
策
転
換
」
を
図
る
と
宣
言
し
た
。
人

材
ビ
ジ
ネ
ス
（
民
営
職
業
紹
介
事
業
や
労
働
者
派
遣
事
業
な
ど
）
を
活
用
し
て

リ
ス
ト
ラ
や
他
企
業
へ
の
移
動
を
促
す
企
業
を
支
援
す
る
労
働
移
動
支
援
助
成

金
の
拡
充
は
そ
の
具
体
化
で
あ
っ
た
。

と
こ
ろ
が
コ
ロ
ナ
危
機
の
も
と
で
は
、
こ
れ
に
逆
行
す
る
政
策
が
実
施
さ
れ

て
い
る
。
企
業
の
多
く
は
政
府
の
緊
急
事
態
宣
言
に
も
と
づ
く
休
業
要
請
に
よ

っ
て
生
み
出
さ
れ
た
「
余
剰
人
員
」
を
す
ぐ
に
解
雇
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ
と

ま
ず
雇
用
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
、
休
業
者
と
す
る
施
策
を
選
択
し
た
。
政
府

は
こ
れ
を
支
え
る
た
め
、
雇
調
金
制
度
の
拡
充
を
図
っ
た
。
雇
用
保
険
法
臨
時

特
例
法
を
制
定
し
、
特
例
措
置
を
実
施
し
た
（
六
月
一
二
日
公
布
、
即
日
施
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行
）。
休
業
手
当
を
全
額
支
払
う
企
業
に
対
し
（
解
雇
等
を
行
っ
て
い
な
い
場

合
）、
中
小
企
業
に
つ
い
て
は
そ
の
一
〇
分
の
一
〇
を
、
大
企
業
は
四
分
の
三

を
支
給
す
る
と
と
も
に
、
上
限
を
日
額
八
三
三
〇
円
か
ら
一
万
五
〇
〇
〇
円
に

引
き
上
げ
た
。
学
生
ア
ル
バ
イ
ト
を
は
じ
め
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
な
い
労

働
者
に
休
業
手
当
を
支
給
し
た
事
業
主
に
対
し
て
も
、
新
た
な
助
成
措
置
（
緊

急
雇
用
安
定
助
成
金
）
を
設
け
た
。

二
一
年
一
月
八
日
か
ら
の
緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
令
に
と
も
な
い
、
宣
言
対

象
地
域
の
知
事
の
要
請
を
受
け
て
営
業
時
間
の
短
縮
等
に
協
力
す
る
飲
食
店
等

に
対
し
て
は
、
大
企
業
に
つ
い
て
も
雇
調
金
等
の
助
成
率
を
最
大
一
〇
分
の
一

〇
に
引
き
上
げ
た
。
以
上
の
よ
う
な
雇
調
金
の
助
成
率
や
一
日
あ
た
り
の
上
限

額
に
関
す
る
特
例
措
置
は
、
第
二
次
緊
急
事
態
宣
言
解
除
の
翌
月
末
ま
で
適
用

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
使
用
者
か
ら
休
業
手
当
が
支
払
わ
れ
な
い
中
小
企
業
労
働
者
に
対

し
、
本
人
に
直
接
休
業
支
援
金
を
支
給
す
る
制
度
（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
休
業
支
援
金
・
給
付
金
）
が
七
月
一
〇
日
に
開
始
さ
れ
た
。
休
業
前

賃
金
の
八
割
を
休
業
実
績
に
応
じ
て
支
給
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
（
た
だ
し

月
額
上
限
三
三
万
円
、
日
額
上
限
一
万
一
〇
〇
〇
円
）。
し
か
し
、
こ
の
制
度

に
は
大
企
業
の
非
正
規
労
働
者
に
つ
い
て
は
適
用
除
外
と
い
う
重
大
な
欠
陥
が

あ
っ
た
。
大
企
業
は
休
業
手
当
を
支
払
う
能
力
が
あ
る
と
の
前
提
に
立
っ
た
も

の
で
あ
る
が
、
実
際
に
は
労
働
基
準
法
の
休
業
手
当
支
払
い
義
務
を
回
避
し
て

い
る
事
例
が
相
次
い
で
い
る
。
こ
の
た
め
大
企
業
に
働
く
非
正
規
労
働
者
は
休

業
手
当
も
休
業
支
援
金
も
受
け
取
れ
な
い
事
態
に
直
面
し
た
。
首
都
圏
青
年
ユ

ニ
オ
ン
な
ど
労
働
組
合
や
野
党
の
要
求
を
受
け
、
二
一
年
二
月
に
な
っ
て
政
府

は
大
企
業
の
シ
フ
ト
制
労
働
者
等
（
シ
フ
ト
制
、
日
々
雇
用
、
登
録
型
派
遣
な

ど
労
働
契
約
上
、
労
働
日
が
明
確
で
な
い
非
正
規
労
働
者
）
も
休
業
支
援
金
・

給
付
金
の
支
給
対
象
に
含
め
る
方
針
に
転
じ
た
。

た
だ
し
、
当
初
、
そ
の
適
用
拡
大
の
始
期
を
緊
急
事
態
宣
言
が
再
発
令
さ
れ

た
二
一
年
一
月
八
日
以
降
に
休
業
し
た
シ
フ
ト
制
労
働
者
等
と
し
た
た
め
、
二

〇
年
春
か
ら
長
期
間
に
わ
た
っ
て
、
休
業
手
当
や
休
業
支
援
金
な
ど
を
支
給
さ

れ
ず
に
い
た
労
働
者
か
ら
は
再
び
批
判
の
声
が
あ
が
っ
た
。

二
一
年
二
月
一
二
日
に
公
表
さ
れ
た
政
府
の
雇
用
対
策
で
は
、
①
雇
調
金
の

特
例
措
置
は
経
営
難
の
企
業
や
感
染
拡
大
地
域
の
外
食
産
業
に
対
し
て
二
一
年

六
月
末
ま
で
継
続
す
る
、
②
休
業
手
当
を
受
給
で
き
て
い
な
い
大
企
業
の
シ
フ

ト
制
労
働
者
等
に
は
、
二
〇
年
四
〜
六
月
の
休
業
に
つ
い
て
は
賃
金
の
六
割
、

第５表 雇用調整助成金受給額の上位１０社

３３７億円

９５億１７００万円

７８億円

６８億４０００万円

６８億１８００万円

６７億２６００万円

６６億２００万円

５８億９０００万円

４９億６０００万円

４７億８４００万円

〔出所〕『朝日新聞』２１年２月１８日付。原資料は東京リサーチのま
とめによる（２１年１月末時点）。

ＡＮＡホールディングス

近鉄グループホールディングス

オリエンタルランド

ＫＮＴ－ＣＴホールディングス

西武ホールディングス

ＪＲ西日本

エイチ・アイ・エス

三越伊勢丹ホールディングス

クリエイト・レストラン・ホールデ
ィングス

ＮＴＮ

１

２

３

４

５

６

７

８

９

１０

特集１ コロナ禍の雇用・暮らしへの影響とその構造的背景、政策課題
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二
〇
年
秋
以
降
の
休
業
（
自
治
体
独
自
で
営
業
自
粛
の
要
請
を
し
た
都
道
府
県

に
限
定
）
お
よ
び
二
一
年
一
月
八
日
以
降
の
休
業
（
緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
令

に
よ
る
）
に
対
し
て
は
賃
金
の
八
割
に
相
当
す
る
休
業
支
援
金
を
支
給
す
る
、

③
職
業
訓
練
や
出
向
促
進
な
ど
の
就
労
支
援
を
あ
わ
せ
て
行
う
な
ど
の
方
針
を

示
し
た
（『
日
経
新
聞
』
二
一
年
二
月
一
三
日
付
ほ
か
）。

第
５
表
は
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
雇
調
金
受
給
額
の
上
位
一
〇
社
を
示
し
て
い

る
。
Ａ
Ｎ
Ａ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス
（
三
三
七
億
円
）
を
は
じ
め
、
近
鉄
グ
ル
ー

プ
Ｈ
Ｄ
、
西
武
Ｈ
Ｄ
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
な
ど
の
運
輸
大
手
の
ほ
か
、
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
ラ
ン
ド
を
運
営
す
る
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ラ
ン
ド
や
旅
行
大
手
Ｋ
Ｎ
Ｔ
―
Ｃ
Ｔ

な
ど
旅
行
・
レ
ジ
ャ
ー
関
連
が
上
位
を
占
め
て
い
る
。

こ
の
調
査
は
四
月
〜
二
一
年
一
月
に
開
示
さ
れ
た
上
場
企
業
三
八
三
三
社
の

決
算
資
料
を
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
雇
調
金
を
活
用
し
た
企
業
は

計
六
四
八
社
（
一
六
・
九
％
）
で
あ
る
。
業
種
別
の
ト
ッ
プ
は
製
造
業
（
二
五

四
社
）
で
、
小
売
業
（
一
二
七
社
）、
サ
ー
ビ
ス
業
（
一
二
三
社
）
が
続
い
て

い
る
。

雇
調
金
の
支
給
額
総
計
は
例
年
で
あ
れ
ば
数
十
億
円
だ
っ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍

で
利
用
が
急
増
し
て
い
る
。
三
月
か
ら
二
一
年
二
月
一
二
日
ま
で
の
雇
調
金
支

給
決
定
額
は
二
兆
八
〇
〇
〇
億
円
を
超
え
た
。
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
期
の
〇
九

年
度
（
六
五
三
四
億
円
）
の
四
倍
以
上
で
、
支
給
決
定
件
数
も
計
二
五
〇
万
件

を
超
え
て
い
る
（『
朝
日
新
聞
』
二
一
年
二
月
一
八
日
付
）。

�

労
働
移
動
支
援
策
へ
の
転
換
の
動
き

こ
の
よ
う
な
雇
用
維
持
支
援
の
特
例
措
置
に
対
し
て
、
雇
用
流
動
化
に
よ
る

産
業
構
造
の
転
換
を
求
め
る
規
制
緩
和
推
進
論
者
か
ら
「
労
働
移
動
を
阻
害

し
、
産
業
構
造
の
転
換
が
遅
れ
る
。
生
産
性
の
向
上
と
経
済
成
長
を
妨
げ
る
」

と
し
て
反
対
論
が
上
が
っ
た
。

厚
生
労
働
省
は
雇
用
維
持
と
労
働
移
動
支
援
の
併
存
型
と
し
て
在
籍
出
向
支

援
策
を
講
じ
る
方
針
で
あ
る
。
そ
の
具
体
化
が
出
向
元
・
出
向
先
の
双
方
に
支

給
す
る
産
業
雇
用
安
定
助
成
金
制
度
の
新
設
で
あ
る
。
一
人
あ
た
り
の
上
限
額

を
日
額
一
万
二
〇
〇
〇
円
、
賃
金
や
教
育
訓
練
な
ど
出
向
に
か
か
る
経
費
の
助

成
率
は
中
小
企
業
が
最
大
九
〇
％
、
大
企
業
が
同
四
分
の
三
と
す
る
。
従
業
員

を
送
り
出
す
側
の
企
業
は
コ
ロ
ナ
禍
で
事
業
活
動
が
一
時
的
に
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
対
象
に
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
政
府
は
休
業
支

援
を
徐
々
に
縮
小
し
、
二
一
年
七
月
以
降
は
出
向
支
援
の
方
が
休
業
支
援
よ
り

手
厚
く
な
る
よ
う
に
す
る
と
い
う
（『
日
経
新
聞
』
二
一
年
一
月
四
日
付
）。

在
籍
型
出
向
は
人
員
余
剰
が
生
じ
た
企
業
が
雇
用
関
係
を
維
持
し
た
ま
ま
、

人
員
を
必
要
と
す
る
他
企
業
へ
出
向
さ
せ
る
こ
と
で
「
失
業
な
き
労
働
移
動
」

を
実
現
す
る
と
い
う
も
の
で
、「
従
業
員
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
」、「
雇
用
シ
ェ
ア
」

と
し
て
今
後
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。
出
向
先
で
の
業
務
内
容
、
労
働
条
件
（
賃

金
、
労
働
時
間
な
ど
）、
勤
務
地
、
出
向
期
間
な
ど
に
つ
い
て
、
労
働
者
本
人

の
意
思
が
ど
こ
ま
で
尊
重
さ
れ
る
の
か
が
課
題
と
な
る
。

�
他
職
種
へ
の
移
動
の
現
状

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
最
も
受
け
て
い
る
飲
食
業
、
宿
泊
業
な
ど
か
ら
他

産
業
に
移
動
す
る
労
働
者
が
増
え
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
「
雇
用
政
策
研
究
会

報
告
書
」（
一
二
月
二
四
日
）
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
労
働
移
動
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
述
べ
て
い
る
。

二
〇
年
一
月
〜
三
月
お
よ
び
四
月
〜
一
〇
月
の
再
就
職
者
の
構
成
を
比
較
す
る
と
、「
同

職
種
間
で
再
就
職
さ
れ
る
方
の
割
合
が
高
い
も
の
の
、
他
職
種
へ
再
就
職
さ
れ
る
方
の
割

合
も
上
昇
し
て
い
る
。
性
別
や
希
望
す
る
雇
用
形
態
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
新
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型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が
強
い
『
接
客
・
給
仕
』『
飲
食
物
調
理
』
で
は
、
他

職
種
へ
再
就
職
さ
れ
る
方
の
割
合
が
上
昇
し
て
お
り
、
例
え
ば
、
男
性
・
常
用
で
は
『
製

品
製
造
・
加
工
処
理
』『
商
品
販
売
』、
女
性
・
常
用
で
は
『
一
般
事
務
』『
介
護
サ
ー
ビ

ス
』『
商
品
販
売
』
へ
転
職
さ
れ
る
方
の
割
合
が
上
昇
し
て
い
る
。」

�

労
働
移
動
を
め
ぐ
る
論
点

�
労
働
力
の
「
窮
迫
販
売
」
は
労
働
移
動
に
マ
イ
ナ
ス

新
た
に
つ
い
た
職
に
労
働
者
が
定
着
す
る
た
め
に
は
、
適
職
を
選
択
で
き
る

余
裕
と
、
事
前
の
充
実
し
た
職
業
訓
練
、
ふ
つ
う
の
暮
ら
し
が
可
能
な
労
働
条

件
（
賃
金
、
労
働
時
間
）
の
確
保
が
不
可
欠
で
あ
る
。
労
働
者
に
余
裕
が
な

く
、
労
働
力
の
「
窮
迫
販
売
」
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
状
況
で
は
新
し
い
職
場
に

定
着
す
る
こ
と
は
難
し
く
、
頻
繁
な
移
動
を
繰
り
返
す
こ
と
に
な
ろ
う
。
失
業

時
の
生
活
保
障
は
労
使
双
方
に
と
っ
て
望
ま
し
い
労
働
移
動
を
実
現
す
る
う
え

で
不
可
欠
で
あ
る
。

�
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
導
入
の
動
き

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
転
換
を
視
野
に
入
れ
、
労
働
移
動
の
促
進
の
観
点
か

ら
、
経
団
連
は
「
新
成
長
戦
略
」（
一
一
月
）
の
な
か
で
、
政
府
に
対
し
解
雇

無
効
時
の
金
銭
救
済
制
度
の
創
設
を
求
め
て
い
る
。
同
制
度
の
導
入
は
経
済
界

や
規
制
緩
和
論
者
が
こ
れ
ま
で
も
繰
り
返
し
要
求
し
て
き
た
。
労
働
組
合
が
批

判
し
て
い
る
よ
う
に
、
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
は
使
用
者
に
よ
る
恣
意
的
解
雇

を
誘
発
す
る
恐
れ
が
あ
る
。
こ
の
問
題
は
今
後
の
労
働
法
制
改
正
の
焦
点
と
な

る
だ
ろ
う
。

２

コ
ロ
ナ
禍
で
顕
在
化
し
た
格
差
拡
大
と
貧
困
へ
の
対
策

�

経
済
界
の
危
機
感

コ
ロ
ナ
禍
は
社
会
全
体
を
襲
っ
た
が
、
特
定
の
産
業
・
職
種
の
労
働
者
、
と

り
わ
け
非
正
規
労
働
者
に
雇
用
不
安
や
生
活
困
難
が
集
中
し
て
い
る
こ
と
が
明

ら
か
に
な
っ
た
（
第
一
章
、
第
二
章
）。
そ
の
背
景
に
は
今
世
紀
初
頭
以
降
、

強
力
に
推
進
さ
れ
た
新
自
由
主
義
原
理
に
も
と
づ
く
構
造
改
革
政
策
が
あ
る

（
第
三
章
）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
経
団
連
も
認
め
、
提
言
「
。
新
成
長
戦
略
」

（
一
一
月
一
（
３５
）

七
日
）
の
な
か
で
次
の
よ
う
に
危
機
感
を
表
明
し
て
い
る
。

「
今
回
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
、
誰
も
が
予
想
も
し
な
い
形
で
世
界
経
済
全
体
を
景
気
後
退

に
追
い
込
ん
だ
だ
け
で
な
く
、
と
り
わ
け
社
会
の
最
も
弱
い
部
分
に
大
打
撃
を
与
え
、
資

本
主
義
の
も
と
で
進
行
し
て
い
た
格
差
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。」「『
小
さ
な
政
府
』
の
も
と

で
の
自
由
か
つ
活
発
な
競
争
環
境
の
確
保
は
、
経
済
の
一
層
の
発
展
に
一
定
の
貢
献
を
果

た
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
利
潤
追
求
の
み
を
目
的
と
し
た
各
種
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
経

済
活
動
の
拡
大
は
、
環
境
問
題
の
深
刻
化
や
、
格
差
問
題
の
顕
在
化
等
の
影
の
部
分
を
も

た
ら
し
た
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。」

し
か
し
、
経
団
連
の
「
新
成
長
戦
略
」
に
は
環
境
問
題
や
格
差
と
貧
困
に
つ

い
て
の
掘
り
下
げ
た
分
析
は
見
ら
れ
な
い
。「
格
差
問
題
」
に
ふ
れ
て
は
い
る

が
、「
貧
困
」
や
「
過
労
死
」
な
ど
に
つ
い
て
は
言
及
し
て
い
な
い
。
ま
た
、

社
会
的
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
縮
小
、
と
く
に
保
健
所
の
統
廃
合
や
保
健
師
の
削

減
、
病
床
数
縮
減
な
ど
が
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
蔓
延
防
止
や
治
療
を
困
難
に

し
て
い
る
こ
と
に
も
ふ
れ
て
い
な
い
。
経
団
連
と
し
て
は
、
格
差
と
貧
困
の
解

決
に
正
面
か
ら
向
き
合
う
こ
と
を
避
け
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
転
換
を
促
進
す

る
新
成
長
戦
略
に
よ
っ
て
経
済
危
機
と
社
会
の
閉
塞
状
況
を
突
破
す
る
姿
勢
が
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う
か
が
え
る
。
程
度
の
違
い
は
あ
れ
、
こ
の
点
は
菅
政
権
の
基
本
方
針
に
も
共

通
し
て
い
る
。

�

い
ま
求
め
ら
れ
る
対
策

�
雇
用
維
持
の
課
題

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
沈
静
化
と
再
拡
大
を
繰
り
返
し
、
収
束
の
見
通
し
が

不
透
明
な
も
と
で
、
解
雇
や
雇
い
止
め
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
非
正
規
雇

用
ば
か
り
か
正
規
労
働
者
に
も
波
及
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
便
乗
し
た
恣
意

的
な
解
雇
も
発
生
し
て
い
る
。

非
正
規
労
働
者
の
解
雇
・
雇
い
止
め
に
対
し
て
は
企
業
内
外
の
労
働
組
合
の

役
割
は
重
要
で
あ
る
。
と
く
に
職
場
の
組
合
は
、
す
ぐ
そ
ば
で
働
い
て
い
る
非

正
規
労
働
者
の
雇
用
を
守
る
運
動
を
起
こ
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

雇
用
維
持
に
あ
た
っ
て
は
過
労
死
の
リ
ス
ク
を
抱
え
た
働
き
方
を
改
め
、
労

働
時
間
の
抜
本
的
短
縮
と
セ
ッ
ト
で
進
め
る
こ
と
が
肝
心
で
あ
る
。
経
営
者
は

コ
ロ
ナ
危
機
に
よ
る
当
期
の
経
営
状
況
の
悪
化
を
人
員
削
減
の
理
由
に
挙
げ
る

が
、
内
部
留
保
を
活
用
し
た
雇
用
維
持
が
不
可
欠
で
あ
る
。

�
職
業
転
換
の
支
援

雇
用
維
持
の
課
題
と
同
時
に
、
職
業
転
換
を
希
望
す
る
人
に
は
全
面
的
に
支

援
す
る
こ
と
が
第
二
の
課
題
と
な
ろ
う
。
ウ
イ
ル
ス
は
変
異
し
な
が
ら
感
染
症

の
拡
大
と
沈
静
化
を
繰
り
返
す
可
能
性
が
大
き
い
。
感
染
症
リ
ス
ク
に
備
え

て
、
強
固
な
医
療
・
福
祉
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
医
療
・

福
祉
・
介
護
を
担
う
人
員
が
大
幅
に
不
足
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
も
と
で
飲

食
・
宿
泊
サ
ー
ビ
ス
部
門
か
ら
医
療
・
福
祉
・
介
護
分
野
へ
の
移
動
を
希
望
す

る
人
が
増
え
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
後
者
は
専
門
的
資
格
を
必
要
と
す
る
た

め
、
移
動
の
実
現
に
は
種
々
の
条
件
整
備
が
不
可
欠
で
あ
る
。

他
の
先
進
国
と
比
較
し
た
日
本
の
就
業
構
造
の
特
徴
は
サ
ー
ビ
ス
・
販
売
職

第６表 就業者の職業別構成（ILO，２０２０年推計値）
（単位：％）

スウエーデン

１００．０

６．３

２９．５

１８．８

６．１

１８．５

９．０

５．５

６．３

〔出所〕 https://www.ilo.org/shinyapps/bulkexplorer12/?lang=en&segment=indicator&id=
EMP_2EMP_SEX_STE_DT_A（アクセス日時：２０年８月２５日）より作成。

イギリス

１００．０

１１．４

２５．５

１２．７

９．８

１７．９

８．０

４．９

９．８

アメリカ

１００．０

１０．９

２２．８

１４．２

９．６

１８．２

８．４

５．８

１０．１

ドイツ

１００．０

４．７

１８．４

２３．０

１２．７

１４．２

１１．９

６．０

９．３

日本

１００．０

１．９

１５．１

１１．０

２０．１

２２．３

９．９

９．０

１０．６

合計

管理職

専門職

技師、准専門職

事務支援職

サービス・販売
従事者

技能工及び関連
職業の従事者

設備・機械の運
転・組立工

単純作業従事者
および農林漁業
従事者
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の
比
重
が
高
い
一
方
、
専
門
職
や
技
術
職
の
比
率
が
低
い
点
に
あ
る
が
（
第
６

表
）、
専
門
職
・
技
術
職
へ
の
移
動
を
希
望
す
る
人
に
は
そ
の
支
援
（
教
育

費
、
訓
練
期
間
中
の
生
活
保
障
な
ど
）
を
行
う
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
解
雇
規

制
の
緩
和
と
一
体
の
「
失
業
な
き
労
働
移
動
」
論
と
の
違
い
を
明
確
に
し
つ

つ
、
労
働
組
合
も
職
種
転
換
を
希
望
す
る
人
を
支
え
る
課
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

�
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
へ
の
支
援

医
療
、
保
健
、
介
護
、
物
流
、
保
育
、
教
育
部
門
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍
の
も
と

で
も
休
業
す
る
こ
と
が
困
難
で
、
長
時
間
の
過
重
労
働
に
疲
弊
し
て
い
る
エ
ッ

セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
に
対
す
る
特
別
な
支
援
措
置
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
。

と
く
に
、
医
療
、
保
健
、
介
護
、
保
育
に
つ
い
て
は
、「
行
政
改
革
」
に
よ
っ

て
予
算
と
人
員
を
削
減
し
続
け
て
き
た
ツ
ケ
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
そ
の
抜
本

的
転
換
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
看
護
師
な
ど
の
有
資
格
者
で
労
働
条
件

の
厳
し
さ
ゆ
え
に
職
場
を
離
れ
て
い
る
人
が
現
役
に
復
帰
で
き
る
体
制
を
行
政

が
整
備
す
る
こ
と
は
社
会
全
体
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

�
最
低
生
活
保
障
の
確
立
、
最
低
賃
金
運
動
の
再
構
築

コ
ロ
ナ
危
機
は
日
本
社
会
が
抱
え
て
い
た
男
女
間
、
雇
用
形
態
間
、
企
業
規

模
間
の
賃
金
や
所
得
格
差
を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
と
り
わ
け
「
子
ど
も
の
食
事

回
数
ま
で
減
ら
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
困
窮
世
帯
が
増
え
て
い
る
事
態
は
尋

常
で
は
な
い
。
こ
れ
は
最
低
生
活
保
障
を
確
立
す
る
こ
と
の
重
要
性
、
緊
急
性

を
改
め
て
示
し
て
い
る
。
そ
の
柱
を
な
す
の
は
、
八
時
間
働
け
ば
ふ
つ
う
の
生

活
が
で
き
る
全
国
一
律
最
低
賃
金
制
の
実
現
と
生
存
権
保
障
に
値
す
る
最
低
生

活
保
障
制
度
の
確
立
（
生
活
保
護
制
度
の
改
革
）
で
あ
る
。

３

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
社
会
の
構
想

�

政
府
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
化
の
推
進

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
経
済
危
機
の
打
開
に
向
け
た
菅
政
権
の
基
本
戦
略
は
社
会

と
経
済
全
般
に
わ
た
る
デ
ジ
タ
ル
化
の
実
現
で
あ
る
。
そ
の
骨
子
は
安
倍
政
権

下
の
「
骨
太
の
方
針
二
〇
二
〇
」（
七
月
一
七
日
）
に
示
さ
れ
て
い
る
。

�
デ
ジ
タ
ル
・
ガ
バ
メ
ン
ト
の
加
速
化

菅
政
権
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
を
掲
げ
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化
を

政
策
の
柱
と
し
て
い
る
。
そ
の
基
軸
に
位
置
づ
け
て
い
る
の
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
活
用
促
進
で
あ
る
。

こ
れ
ら
を
強
力
に
推
進
す
る
た
め
、
二
一
年
二
月
「
デ
ジ
タ
ル
改
革
関
連
法

案
」
を
国
会
に
提
出
し
た
。
法
案
に
は
デ
ジ
タ
ル
庁
の
設
置
に
加
え
て
、
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
と
個
人
情
報
（
預
貯
金
口
座
、
保
有
す
る
国
家
資
格
な
ど
）
の
紐
づ

け
や
、
転
職
時
に
お
け
る
使
用
者
間
で
の
労
働
者
の
個
人
情
報
の
提
供
な
ど
が

含
ま
れ
て
お
り
、
公
権
力
や
企
業
に
よ
る
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
や
個
人
情
報

漏
洩
の
リ
ス
ク
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

�

経
済
界
の
デ
ジ
タ
ル
化
戦
略

デ
ジ
タ
ル
化
、
自
動
化
（
Ａ
Ｉ
）、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
の
活
用
を
、
企
業
経

営
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、
医
療
、
教
育
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど

あ
ら
ゆ
る
領
域
で
推
進
す
る
こ
と
で
、
感
染
症
へ
の
対
応
を
は
じ
め
、
生
産
性

の
飛
躍
的
向
上
に
よ
る
経
済
成
長
を
実
現
す
る
構
想
が
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
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前月いなかったが、今月いた者（転入者など）
前月いたが、今月いなかった者（転出者など）

275 295 310
324 339 355

392
453
417 423

572

692
732 725

516

806

503

596
557

75 79 80 76 80 79 87 66 92
120
166

82
128

63 82 92
101

61 67

0

100

200

300

400

500

600

700

800

900
（万人）

201
3年
平均

14年
平均

15年
平均

16年
平均

17年
平均

18年
平均

19年
平均

20年
1 月 2 月 3 月 4 月 5 月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
で
あ
る
。

経
団
連
は
日
本
社
会
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
新
た
な
成
長
戦
略
の
カ
ナ
メ
と
位
置

づ
け
て
、
そ
の
推
進
役
を
買
っ
て
で
て
い
る
（「
デ
ジ
タ
ル
庁
の
創
設
に
向
け

た
緊
急
提
言
」
九
月
二
三
日
）。
経
済
界
は
経
済
と
社
会
全
体
の
デ
ジ
タ
ル
化

に
よ
っ
て
蓄
積
さ
れ
た
膨
大
な
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
自
体
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ

ン
ス
と
し
て
活
用
す
る
方
針
で
（
３６
）

あ
る
。

こ
れ
を
国
民
の
立
場
か
ら
見
れ
ば
、
利
便
性
の
向
上
と
引
き
換
え
に
、
自
分

自
身
の
消
費
行
動
、
書
籍
・
雑
誌
・
新
聞
の
購
読
状
況
、
所
得
や
金
融
資
産
、

健
康
状
態
な
ど
が
巨
大
企
業
の
営
利
手
段
や
政
府
に
よ
る
統
治
手
段
と
し
て
利

用
さ
れ
る
可
能
性
が
高
い
。
た
と
え
個
人
デ
ー
タ
が
匿
名
化
さ
れ
る
と
し
て

も
、
監
視
社
会
に
転
化
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
。

補

論

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る「
労
働
力
調
査
」

に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
各
種
公
的
統
計
の
実
施
を
困
難
に

し
て
い
る
。「
労
働
力
調
査
」（
総
務
省
統
計
局
）
や
「
家
計
調
査
」（
同
）
な

ど
、
統
計
調
査
員
に
よ
る
対
象
世
帯
に
対
す
る
対
面
調
査
に
つ
い
て
、
感
染
リ

ス
ク
を
警
戒
し
て
調
査
員
の
来
訪
を
忌
避
す
る
ケ
ー
ス
が
あ
る
。

「
労
働
力
調
査
」
で
は
、
本
来
の
対
面
調
査
の
他
に
郵
送
に
よ
る
調
査
票
の

返
送
に
加
え
、
九
月
よ
り
オ
ン
ラ
イ
ン
調
査
が
全
国
的
に
導
入
さ
れ
た
。
オ
ン

ラ
イ
ン
に
よ
る
回
答
は
月
に
よ
っ
て
差
異
が
あ
る
が
、
全
体
の
回
答
数
の
三
割

〜
四
割
を
占
め
て
い
る
と
（
３７
）

い
う
。

第
一
章
の
１
で
述
べ
た
よ
う
に
、「
労
働
力
調
査
」
は
同
じ
世
帯
の
世
帯
員

第６図 「労働力調査」における前月および今月の回答状況
――転入者、転出者などの推移（男女計）――

〔備考〕２０１３年は２月～１２月の平均。
〔出所〕「労働力調査（基本集計）」各年、各月、第Ⅰ－７表より作成。
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（
一
五
歳
以
上
）
を
対
象
に
二
ヵ
月
連
続
で
調
査
し
て
い
る
。
翌
年
に
も
同
じ

月
に
二
ヵ
月
連
続
調
査
す
る
の
で
、
調
査
対
象
に
抽
出
さ
れ
た
世
帯
員
は
合
計

四
回
、
回
答
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
実
際
に
調
査
対
象
者
が
こ
れ
ら
す
べ
て
に
回
答
す
る
と
は
限
ら
な

い
。
た
と
え
ば
四
月
と
五
月
に
調
査
対
象
と
な
っ
た
世
帯
員
が
、
四
月
は
回
答

し
な
か
っ
た
け
れ
ど
五
月
調
査
に
は
回
答
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
。「
労
働
力

調
査
」
の
対
象
に
抽
出
さ
れ
た
「
住
戸
」
に
四
月
は
不
在
だ
っ
た
が
、
五
月
に

転
入
し
た
人
や
、
何
ら
か
の
事
情
で
四
月
調
査
に
協
力
し
な
か
っ
た
人
が
五
月

調
査
に
は
回
答
す
る
と
い
う
ケ
ー
ス
で
あ
る
。

「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」（
第
�
―
７
表
）
は
こ
れ
ら
の
人
を
「
前
月

い
な
か
っ
た
者
（
転
入
）」
と
表
記
し
て
い
る
。
逆
に
、
四
月
調
査
に
回
答
し

た
が
、
五
月
調
査
に
回
答
し
な
か
っ
た
場
合
、「
前
月
い
て
今
月
い
な
か
っ
た

者
（
転
出
・
そ
の
他
）」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

本
文
第
６
図
は
一
三
年
か
ら
二
〇
年
一
二
月
ま
で
の
「
前
月
い
な
か
っ
た
者

（
転
入
）」
お
よ
び
「
前
月
い
て
今
月
い
な
か
っ
た
者
（
転
出
・
そ
の
他
）」
の

推
移
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
一
九
年
ま
で
「
前
月
い
な
か
っ
た
者

（
転
入
）」
は
三
〇
〇
万
人
台
だ
っ
た
が
、
二
〇
年
一
月
以
降
、
四
〇
〇
万
人
を

超
え
、
四
月
以
降
は
大
幅
に
増
え
て
い
る
。
六
月
〜
七
月
は
七
〇
〇
万
人
を
突

破
、
八
月
は
減
少
し
た
が
、
九
月
に
は
八
〇
六
万
人
を
記
録
し
た
。

こ
れ
に
対
し
、「
前
月
い
て
今
月
い
な
か
っ
た
者
（
転
出
・
そ
の
他
）」
は
三

月
、
四
月
に
や
や
増
え
た
が
、
そ
の
後
は
比
較
的
落
ち
着
い
て
い
る
。

こ
う
し
た
四
月
以
降
の
「
前
月
い
な
か
っ
た
者
（
転
入
）」
の
大
幅
増
加
は

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
二
ヵ
月
連
続
し
て
回
答
す
べ

き
人
が
前
月
回
答
し
て
い
な
い
こ
と
は
、
回
答
率
の
低
下
に
つ
な
が
る
だ

（
３８
）

ろ
う
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
の
よ
う
な
転
入
者
の
増
加
は
「
労
働
力
調
査
」
の
精
度

に
何
ら
か
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
一
章
の
２
で
述
べ
た

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
正
規
雇
用
の
増
加
（
と
く
に
女
性
）
と
い
う
一
見
不
可
解

な
動
き
は
こ
う
し
た
こ
と
と
関
連
し
て
い
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
現
時
点

で
は
た
し
か
な
こ
と
は
不
明
で
あ
る
。

お
わ
り
に

二
〇
年
の
新
年
早
々
か
ら
世
界
中
の
人
々
の
雇
用
と
暮
ら
し
を
襲
っ
た
コ
ロ

ナ
禍
は
、
よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
が
開
始
さ
れ
た
と
は
い
え
、
い
ま
な
お

収
束
に
は
ほ
ど
遠
い
状
況
に
あ
る
。
日
本
社
会
に
と
っ
て
も
厳
し
い
試
練
が
続

い
て
い
る
。
以
下
、
雇
用
と
暮
ら
し
に
関
わ
る
要
点
を
列
記
し
、
本
特
集
の
ま

と
め
と
し
た
い
。

①

コ
ロ
ナ
禍
は
、
と
り
わ
け
非
正
規
雇
用
に
対
し
て
大
き
な
犠
牲
を
強
い

て
い
る
。
突
然
、
仕
事
を
奪
わ
れ
、
政
府
に
よ
る
一
時
的
な
支
援
策
は
い

く
つ
か
な
さ
れ
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
不
安
定
な
雇
用
と
収
入
の
た

め
、
蓄
え
も
な
く
、
生
活
再
建
の
見
通
し
の
な
い
状
態
が
続
い
て
い
る
。

子
ど
も
の
食
事
回
数
を
減
ら
さ
ざ
る
を
え
な
い
困
窮
世
帯
が
少
な
く
な
い

と
い
う
デ
ー
タ
は
文
字
ど
お
り
衝
撃
的
で
あ
る
。

②

感
染
症
リ
ス
ク
の
拡
大
は
完
全
失
業
者
を
増
加
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、

人
々
の
求
職
活
動
を
も
抑
制
し
、
雇
用
を
収
縮
さ
せ
て
い
る
。
完
全
失
業

者
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
な
い
非
労
働
力
人
口
の
な
か
に
、
新
た
な
か
た

ち
の
非
自
発
的
な
求
職
活
動
断
念
者
を
生
み
出
し
、
貧
困
世
帯
を
増
幅
し

て
い
る
。

③

コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
業
種
や
職
種
に
よ
っ
て
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
飲

食
業
や
宿
泊
業
な
ど
消
費
関
連
サ
ー
ビ
ス
産
業
で
働
く
人
々
は
感
染
対
策

特集１ コロナ禍の雇用・暮らしへの影響とその構造的背景、政策課題
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に
よ
る
休
業
要
請
に
よ
っ
て
仕
事
を
奪
わ
れ
る
と
い
う
過
酷
な
状
態
に
直

面
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
医
療
や
介
護
従
事
者
は
感
染
リ
ス
ク
に
直

面
し
な
が
ら
、
過
労
死
ラ
イ
ン
を
超
え
る
長
時
間
労
働
に
追
わ
れ
て
い
る

が
、
そ
れ
に
見
合
う
だ
け
の
待
遇
が
保
障
さ
れ
て
い
な
い
。
小
売
業
や
物

流
関
連
の
労
働
者
も
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

る
が
、
非
正
規
雇
用
が
多
く
、
賃
金
水
準
も
最
低
賃
金
近
傍
に
張
り
つ
い

て
い
る
。

④

コ
ロ
ナ
禍
は
、
テ
レ
ワ
ー
ク
、
副
業
・
兼
業
、
個
人
事
業
主
（
フ
リ
ー

ラ
ン
ス
）
な
ど
新
た
な
働
き
方
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
の
日
本

型
雇
用
を
転
換
す
る
強
力
な
推
進
力
と
な
っ
て
い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
職

務
の
範
囲
の
明
確
化
を
迫
る
こ
と
で
、
職
務
限
定
型
（
ジ
ョ
ブ
型
）
正
社

員
を
増
加
さ
せ
る
だ
ろ
う
。
副
業
・
兼
業
は
労
働
時
間
管
理
の
煩
雑
さ
を

と
も
な
う
た
め
、
使
用
者
に
と
っ
て
雇
用
労
働
者
を
個
人
事
業
主
に
転
換

す
る
動
機
を
強
め
る
こ
と
に
な
る
。
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
惨
事
に
便
乗
し
た

雇
用
と
働
き
方
の
大
転
換
が
起
き
よ
う
と
し
て
い
る
。

⑤

感
染
症
対
策
に
強
い
社
会
の
構
築
を
掲
げ
て
政
府
や
経
済
界
が
提
起
し

て
い
る
デ
ジ
タ
ル
社
会
化
は
、
利
便
性
の
向
上
と
引
き
換
え
に
、
人
々
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
商
品
化
し
、
少
数
の
グ
ロ
ー
バ

ル
企
業
の
一
大
営
利
手
段
に
転
換
す
る
と
と
も
に
、
監
視
社
会
を
生
み
出

す
基
盤
を
つ
く
り
だ
す
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で
い
る
。

⑥

感
染
対
策
と
し
て
要
請
さ
れ
る
「
三
密
」
の
回
避
は
、
人
類
の
本
性
と

も
い
う
べ
き
、
人
々
の
直
接
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
困
難
に
し
て
い

る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
つ
な
が
り
に
は
限
界
が
あ
る
。
こ
れ
は
労
働
社

会
、
労
働
運
動
に
と
っ
て
も
大
き
な
試
練
と
な
っ
て
い
る
。

付
記本

特
集
で
は
次
の
拙
稿
の
一
部
を
引
用
し
て
い
る
こ
と
を
お
断
り
し
た
い
。

＊
『「
非
正
規
大
国
」
日
本
の
雇
用
と
労
働
』
新
日
本
出
版
社
、
一
四
年
、
第
七
章
。

＊
「
コ
ロ
ナ
禍
と
休
業
・
失
業
の
増
大
」『
経
済
』
二
〇
年
九
月
号
。

＊
「
コ
ロ
ナ
危
機
下
の
雇
用
・
失
業
の
動
向
と
労
働
組
合
の
課
題
」『
月
刊
全
労

連
』
二
一
年
一
月
号
（
第
二
八
七
号
）。

（
伍
賀

一
道
）

（
１
）
ク
ル
ー
ズ
船
の
乗
客
・
乗
員
三
七
〇
〇
名
の
う
ち
、
感
染
者
は
七
〇
〇
人
超
、
一

〇
人
以
上
が
死
亡
し
た
（『
日
経
新
聞
』
電
子
版
、
一
二
月
二
二
日
付
）。

（
２
）
二
〇
年
四
〜
一
二
月
期
の
上
場
企
業
（
新
興
、
親
子
上
場
の
子
会
社
な
ど
除
く
）

の
純
利
益
の
合
計
額
は
前
年
同
期
比
で
一
五
％
減
の
二
〇
兆
五
一
二
二
億
円
だ
っ
た
。

四
〜
九
月
期
時
点
で
は
三
八
％
減
だ
っ
た
が
、
製
造
業
が
け
ん
引
し
、
一
〇
〜
一
二
月

期
が
四
〇
％
増
と
９
四
半
期
ぶ
り
に
増
益
に
転
じ
た
。
同
期
間
の
製
造
業
は
六
五
％
増

益
で
あ
る
（『
日
経
新
聞
』
二
一
年
二
月
一
八
日
付
）。

（
３
）
第
二
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
は
二
一
年
一
月
八
日
、
首
都
圏
の
一
都
三
県
に
発
令

さ
れ
、
同
月
一
三
日
に
七
府
県
（
栃
木
、
愛
知
、
岐
阜
、
京
都
、
大
阪
、
兵
庫
、
福

岡
）
が
追
加
さ
れ
た
。

（
４
）
野
村
総
合
研
究
所

第
二
九
九
回
Ｎ
Ｒ
Ｉ
メ
デ
ィ
ア
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
休
業
者
の
実

態
や
意
識
の
変
化
を
的
確
に
と
ら
え
、
真
に
必
要
な
雇
用
政
策
の
検
討
・
実
現
を
―
―

新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
業
者
を
対
象
と
し
た
調
査
結
果
を
踏
ま
え
て
」https://w

w
w.

nri.com
/

-/
m

edia/
C

orporate
/

jp
/

Files/
PD

F
/

know
ledge

/
report/

cc
/

m
ediaforum

/2020/forum
299.pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
時
、
二
一
年
二
月
九
日
）。

（
５
）
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」
二
〇
年
五
月
、
第
�
―
７
表
に
よ
る
。
同
表
の
四
月

の
休
業
者
数
（
五
七
三
万
人
）
は
、
前
述
し
た
四
月
の
休
業
者
数
（
五
九
七
万
人
）
の

数
値
と
異
な
る
が
、
同
表
は
二
ヵ
月
目
調
査
の
調
査
世
帯
を
集
計
対
象
と
し
て
い
る
た

め
で
あ
る
。
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（
６
）
非
正
規
労
働
者
の
解
雇
等
見
込
み
数
は
五
月
二
五
日
よ
り
把
握
し
て
い
る
た
め
、

解
雇
等
見
込
み
労
働
者
の
内
訳
で
は
な
い
。

（
７
）
こ
れ
ら
の
数
値
は
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」
二
〇
年
一
一
月
、
第
�
―
７
表

に
よ
る
。
同
表
は
二
ヵ
月
目
の
調
査
の
調
査
世
帯
を
集
計
対
象
と
し
て
お
り
、
二
ヵ
月

と
も
に
回
答
し
た
者
の
移
動
状
況
で
あ
る
。

（
８
）D

iam
ond

O
nline

二
一
年
二
月
一
日
付
（https://diam

ond.jp/articles/-/

261038

）
ほ
か
、
報
道
資
料
に
よ
る
。

（
９
）
中
西
基
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
整
理
解
雇
」『
民
主
法
律
』
三
一
四
号
（
民
主
法
律

協
会
、
権
利
討
論
集
会
特
集
、
二
一
年
二
月
）
を
参
照
。

（
１０
）
「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
年
九
月
の
非
正
規
雇
用
は
、
一

九
年
九
月
に
比
べ
一
二
三
万
人
（
男
性
五
〇
万
人
、
女
性
七
三
万
人
）
減
少
し
た
の
に

対
し
、
正
規
雇
用
は
四
八
万
人
（
男
性
一
六
万
人
、
女
性
三
三
万
人
）
増
加
し
て
い

る
。

（
１１
）
男
性
は
一
九
年
（
七
七
・
二
％
）
か
ら
二
〇
年
（
七
七
・
九
％
）
に
か
け
て
〇
・

七
ポ
イ
ン
ト
上
昇
、
女
性
は
四
四
・
〇
％
か
ら
四
五
・
六
％
に
一
・
六
ポ
イ
ン
ト
上
昇

し
て
い
る
（「
労
働
力
調
査
（
基
本
集
計
）」
各
年
、
第
�
―
１
表
）。

（
１２
）
玄
田
有
史
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
非
労
働
力
人
口
を

「
働
き
止
め
」
と
名
づ
け
、
一
二
月
の
時
点
で
そ
の
人
数
を
五
九
万
人
と
推
計
し
て
い
る

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ニ
ュ
ー
ス
、
二
一
年
二
月
二
五
日
）。「
働
き
止
め
」
は
や
む
な
く
求
職
活
動
を

断
念
し
て
い
る
た
め
、
字
義
通
り
の
「
自
発
的
非
労
働
力
人
口
」
と
は
異
な
る
。

（
１３
）
「
労
働
力
調
査
」
や
「
就
業
構
造
基
本
調
査
」
の
用
語
で
、
事
実
上
、
雇
用
さ
れ
て

い
る
労
働
者
と
同
義
で
あ
る
。

（
１４
）
「
毎
月
勤
労
統
計
調
査
」
の
一
般
労
働
者
の
定
義
は
巻
頭
色
刷
り
第
４
図
の
注
を
参

照
さ
れ
た
い
。

（
１５
）
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
仕
事
や
生
活
へ
の
影
響
に
関
す
る
調
査
（
Ｊ

Ｉ
Ｌ
Ｐ
Ｔ
第
三
回
）」（
一
次
集
計
）
結
果

https://w
w

w.jil.go.jp/press/docum
ents

/20210118.pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
時：

二
一
年
一
月
二
一
日
）。

（
１６
）

野
村
総
合
研
究
所
「
コ
ロ
ナ
に
よ
る
休
業
・
シ
フ
ト
減
の
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
女

性
の
実
態
に
関
す
る
調
査
」https://w

w
w.nri.com

/-/m
edia/C

orporate/jp/Files/

PD
F/new

s/new
srelease/cc/2020/201229_1.pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
時：

二
一
年
二

月
九
日
）。

（
１７
）
厚
生
労
働
省
「『
外
国
人
雇
用
状
況
』
の
届
出
状
況
ま
と
め
（
令
和
二
年
一
〇
月
末

現
在
）」
二
一
年
一
月
二
九
日
公
表
。

（
１８
）
従
前
と
同
一
の
業
務
で
の
就
労
を
希
望
す
る
実
習
生
に
限
る
。
た
だ
し
就
労
先
が

み
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、「
従
前
と
同
一
の
業
務
に
関
係
す
る
業
務
」
で
就
労
す
る
こ
と

も
可
能
で
あ
る
。
こ
れ
は
八
月
一
二
日
に
追
加
さ
れ
た
。

（
１９
）
生
計
維
持
が
困
難
と
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
資
格
外
活
動
許
可
（
週
二
八
時
間
以

内
）
を
受
け
て
就
労
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（
一
二
月
一
日
に
追
加
）。

（
２０
）
日
本
経
済
新
聞
の
調
べ
で
は
、
主
な
料
理
宅
配
の
配
達
員
は
延
べ
四
万
人
に
達

し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
外
食
店
舗
が
従
業
員
を
減
ら
す
な
か
で
新
た
な
雇
用
の
受
け
皿
に
な

っ
て
い
る
（『
日
経
新
聞
』
一
〇
月
一
〇
日
付
）。

（
２１
）
戸
室
健
作
山
形
大
学
人
文
学
部
准
教
授
（
当
時
）
は
二
〇
一
二
年
時
点
の
生
活
保

護
の
捕
捉
率
（
全
国
平
均
）
を
一
五
・
五
％
と
算
出
し
て
い
る
（
同
「
都
道
府
県
別
の

貧
困
率
、
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
率
、
子
ど
も
の
貧
困
率
、
捕
捉
率
の
検
討
」『
山
形
大
学
人

文
学
部
研
究
年
報
』
第
一
三
号
、
一
六
年
）。

（
２２
）
「
シ
ン
グ
ル
マ
ザ
ー
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
パ
ネ
ル
調
査
（
八
月
〜
一
一
月
）
の
集
計

結
果
」（
一
二
月
四
日
）https://note.com

/single_m
am

a_pj/n/n66a68fe028be

（
ア
ク
セ
ス
日
時：

二
一
年
二
月
一
一
日
）。
な
お
、
こ
の
パ
ネ
ル
調
査
の
回
答
者
数
は

二
〇
年
八
月
四
五
三
人
、
九
月
四
八
四
人
、
一
〇
月
四
七
七
人
、
一
一
月
三
六
九
人
で

あ
る
。

（
２３
）
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
調
査
の
モ
ニ
タ
ー
会
員
（
二
〇
歳
〜
六
〇
歳
台
前
半
、
学
生

を
除
く
）
か
ら
無
作
為
に
抽
出
さ
れ
た
一
万
人
を
対
象
に
、「
満
二
〇
歳
未
満
の
子
ど
も

を
養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
（
未
婚
・
離
婚
・
死
別
者
）」
及
び
、
比
較
の
た
め
の
「
ひ

と
り
親
以
外
（
満
二
〇
歳
未
満
の
子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
既
婚
者
、
子
ど
も
を
養
育
し

て
い
な
い
既
婚
・
未
婚
・
離
婚
・
死
別
者
）」
各
五
〇
〇
人
（
計
一
〇
〇
〇
人
）
の
回
答

を
収
集
し
た
も
の
で
あ
る
。https://w

w
w.jil.go.jp/press/docum

ents/20201210.

pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
時：

二
一
年
二
月
一
六
日
）。

（
２４
）
佐
藤
影
男
『
テ
レ
ワ
ー
ク
―
―
「
未
来
型
労
働
」
の
現
実
』（
岩
波
新
書
、
〇
八
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年
）
は
テ
レ
ワ
ー
ク
を
在
宅
勤
務
型
、
モ
バ
イ
ル
ワ
ー
ク
型
、
在
宅
ワ
ー
ク
型
、
Ｓ
Ｏ

Ｈ
Ｏ
型
に
四
区
分
し
て
い
る
。

（
２５
）
大
久
保
敏
弘
・
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

拡
大
が
テ
レ
ワ
ー
ク
を
活
用
し
た
働
き
方
、
生
活
・
意
識
な
ど
に
及
ぼ
す
影
響
に
関
す

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
に
関
す
る
報
告
書
」
二
〇
年
四
月
。

（
２６
）
大
久
保
敏
弘
・
Ｎ
Ｉ
Ｒ
Ａ
総
合
研
究
開
発
機
構
「
第
二
回
テ
レ
ワ
ー
ク
に
関
す
る

就
業
者
実
態
調
査
報
告
書
」
二
〇
年
八
月
。

（
２７
）
厚
生
労
働
省
「
こ
れ
か
ら
の
テ
レ
ワ
ー
ク
で
の
働
き
方
に
関
す
る
検
討
会
」（
第
四

回
）「
テ
レ
ワ
ー
ク
の
労
務
管
理
等
に
関
す
る
実
態
調
査
（
速
報
版
）https://w

w
w.

m
hlw.go.jp/content/11911500/000694957.pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
時：

二
一
年
二
月

二
四
日
）。

（
２８
）
テ
レ
ワ
ー
ク
を
「
会
社
の
制
度
と
し
て
認
め
て
い
る
」（
四
二
・
九
％
）、「
会
社
の

制
度
は
な
い
が
、
実
施
す
る
従
業
員
が
い
る
」（
三
一
・
八
％
）
を
合
計
。

（
２９
）
内
閣
府
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
下
に
お
け
る
生
活
意
識
・
行
動
の

変
化
に
関
す
る
調
査
」https://w

w
w

5.cao.go.jp/keizai2/m
anzoku/pdf/shiryo2.

pdf

（
ア
ク
セ
ス
日
時：

二
一
年
二
月
一
九
日
）。

（
３０
）
大
重
光
太
郎
「『
ポ
ス
ト
・
コ
ロ
ナ
』
を
見
据
え
た
在
宅
ワ
ー
ク
の
働
き
方
」『
Ｐ

Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ｅ
』
四
六
巻
、
二
〇
年
一
二
月
。

（
３１
）
従
来
よ
り
女
性
正
社
員
の
多
く
は
こ
の
タ
イ
プ
だ
っ
た
。

（
３２
）
Ｅ
Ｕ
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
指
令
は
九
七
年
に
、
有
期
労
働
指
令
、
派
遣
労
働
指
令

は
そ
れ
ぞ
れ
九
九
年
、
〇
八
年
に
制
定
さ
れ
た
。

（
３３
）
最
低
生
計
費
の
算
出
方
法
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
後
藤
道
夫
ほ
か
編
『
最
低
賃
金

―
―
一
五
〇
〇
円
が
つ
く
る
仕
事
と
暮
ら
し
』（
大
月
書
店
、
一
八
年
）
第
一
章
を
参
照

さ
れ
た
い
。

（
３４
）
こ
の
う
ち
第
一
例
目
と
な
っ
た
名
古
屋
地
裁
判
決
（
六
月
二
五
日
）
は
、
生
活
保

護
基
準
の
引
き
下
げ
は
厚
生
労
働
大
臣
の
「
裁
量
の
範
囲
内
」
と
し
て
生
活
保
護
受
給

者
側
の
訴
え
を
棄
却
し
た
。
こ
れ
に
対
し
大
阪
地
裁
は
二
一
年
二
月
二
二
日
、
厚
生
労

働
大
臣
の
判
断
に
は
「
過
誤
、
欠
落
が
あ
る
」
と
し
て
裁
量
権
の
逸
脱
に
よ
る
違
法
を

認
定
し
、
生
活
保
護
受
給
者
に
対
す
る
自
治
体
の
減
額
決
定
を
取
り
消
し
た
。

（
３５
）
経
団
連
に
よ
れ
ば
、「
こ
の
提
言
の
タ
イ
ト
ル
は
、
こ
れ
ま
で
の
成
長
戦
略
の
路
線

に
一
旦
、
終
止
符
『
。』
を
打
ち
、『
新
』
し
い
戦
略
を
示
す
意
気
込
み
を
表
し
て
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
る
。

（
３６
）
「
個
人
の
購
買
記
録
や
鉄
道
・
航
空
の
移
動
履
歴
、
病
院
で
の
診
療
情
報
、
電
力
・

ガ
ス
な
ど
の
使
用
状
況
を
匿
名
化
し
て
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
し
て
分
析
す
れ
ば
、
市
場
動

向
を
正
確
に
予
測
で
き
、
利
用
者
の
利
便
性
も
高
ま
る
」
と
い
う
（『
日
経
新
聞
』
二
〇

年
一
〇
月
二
一
日
付
）。

（
３７
）
総
務
省
統
計
局
労
働
力
人
口
統
計
室
へ
の
聞
き
取
り
に
よ
る
（
二
一
年
二
月
一

日
）。

（
３８
）
「
労
働
力
調
査
」
の
回
答
率
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
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